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第一章　イジワル弁護士の無茶な報酬












　ちらりふわりと、雪の花びら。

　市役所での用事を終えた江住えすみ理香りかが外に出ると、雪が静かに舞っていた。

「はあ、今日は寒いわけだね」

　ほのかに白い息を吐き、理香はマフラーをぎゅっと巻き直すと、市役所で入手したばかりの資料をビジネスバッグに片付けた。

　こんな寒い日は、早く事務所に帰って温かいココアでも飲みたい。理香は足早に駅に向かって歩き出す。

　江住理香は今年で二十一歳になる。高校を卒業後は、弁護士である父が経営する法律事務所の事務員として働いていた。

　有名な法律事務所に比べたら少し、いや、だいぶ小さい事務所ではあるけれど、父はどんな依頼でも平等かつ誠実であれというモットーのもと、手堅く経営を維持している。

　理香は、そんな父を尊敬していた。

　高校生になって自分の進路を考えた時、当たり前のように『父を手伝う』と決めていた。その決意に対して父は反対もしたのだが、結局最後には折れてくれた。

　もっと、もっと、父のお手伝いがしたい。右腕とはいかなくとも、左腕になるくらいには役立ちたい。

　駅に入って電車に乗り、二駅過ぎたころに、理香の住む街が見えてくる。

　一応都内ではあるのだが、都心からはずいぶんと離れていた。どこかのどかな雰囲気のある、小規模なビジネス街。その大通りに面した場所に、理香が勤める事務所があった。

『江住法律事務所』

　一階は鍼灸マッサージ屋で、二階が法律事務所だ。ここは賃貸型のオフィスビルで、築年数は長いものの、家賃がなかなか良心的である。

　理香はエレベーターに乗って二階に上がった。誰もいない事務所に入って、自分のデスクにカバンを置く。

「はあ、寒かった。さて、暖房入れなきゃ」

　薄暗かった事務所に照明をつけて、理香はエアコンのリモコンを探す。だが、いつも置いてあるはずの場所になく「あれっ」と言って辺りをきょろきょろ見回した。

　すると、頭に何かがポンと乗る。理香が頭に手をやると、何もない。

　頭の中をハテナマークでいっぱいにしていると、後ろでクックッと忍び笑いが聞こえた。

　その瞬間、理香の額にぴしりと青筋が走る。

「剣持さ～ん!?」

　ぐるりと振り向くと、そこでは剣持と呼ばれた男性が、手の甲で口を押さえて笑いをこらえていた。

「ははっ、今の反応、すごくおかしかったな」

「私で遊ぶなって何度も言ってるじゃないですかっ」

　理香は怒りだし、剣持が持っているリモコンを奪い取ろうとする。だが、ヒョイッとかわされ、彼は笑いながらエアコンの電源をピッと入れた。

　彼の名は剣持けんもち侑李ゆうり。この江住法律事務所を間借りしている弁護士だ。彼のように、事務所のスペースだけを借りて、個人で仕事を切り盛りするタイプの弁護士を軒下のきした弁護士、通称『ノキ弁』と呼ぶ。

　まじりけのない黒髪をさらっと横分けにして、オーバル型のメガネをかけた、一見クールな印象を持つ剣持は、正直弁護士にしておくにはもったいないと理香が思うほど、顔が整っている。実際、彼の顔が気に入って、弁護を依頼するクライアントもいるほどだ。

　高身長でスタイルもよく、メガネの似合う知的な雰囲気を醸しだし、おまけに声も色艶があって、いわゆる美声である。

　これだけ見た目が良いと同業者から妬み嫉みを買いそうだが、彼は弁護の腕が格段にうまいという一面を持っていた。それも嫉妬の一端にはなるのだろうが、剣持は一切気にした様子はない。

（……というより、この人、見た目によらず自信家なんだよね）

　理香は心の中で舌を出す。

　剣持は、理香がこの事務所に就職して間もない頃に現れたため、実に三年のつきあいだ。彼がここでクライアントと打ち合わせをするところを何度も見てきたが、その猫の被りようは辟易を超えていっそ感嘆してしまう。

　二十七歳の年齢に見合った大人のクールさと、紳士的な対応。気配りに長けて、理知的なアドバイスには常に説得力がある。

　所長の父すらも賛辞を送るような、弁護士のお手本のような人だ。

　だが、彼の本当の顔を、理香は知っている。

　本当の剣持は――

「おお、哀れな理香は今日も、俺からエアコンのリモコンを奪い取ろうとぴょんぴょんウサギのようにジャンプして、無駄なあがきをするのであった……！」

「勝手にモノローグ調でナレーションしないでください！　もう、剣持さんって子どもみたい！」

　彼が言うようにぴょんぴょんジャンプしていた理香は、ふんっと鼻を鳴らしてずんずんとデスクに戻る。

　紳士的？　理知的？　クールな大人の魅力？

　全部嘘だ。本当の剣持は理香をからかっておもちゃにするのを日課とする、意地悪な自信家なのだ。

「いつも私を子ども扱いして……。今に見てなさいよ」

　とすんと椅子に座って、理香はビジネスバッグから資料を取り出す。

「理香～。今日も外で、不倫男の正当化話をタラタラ根気よく聞いてきたこの俺に、温かいココアを入れてくれー」

「またなんというクライアントをゲットしちゃったんですか……」

　ガクッと理香は肩を落とす。

「不倫された妻に弁護がつくのはもちろんのこと、不倫した夫でも弁護はしなきゃいけない。これは世の道理だからなあ。というわけで、気疲れした可哀想な俺に、ココアくれ」

「自分で入れてください。私はあなたのお茶くみ係じゃありません」

　ビシッと理香は断る。

　そして書類を取り出し、ペンを走らせようとした。しかし、そこでポンと後ろから肩を叩かれる。

「なあ、頼むよ理香。理香のココアが飲みたいんだ」

　甘い美声で囁いてくるが、理香は無視をする。こんな声でいちいち心を揺らしていては、仕事にならない。

「理～香。可愛い理香。俺の大好きな理香。ハムスターみたいにちょこまか動く理香」

「ちょこまかは余計っ！」

　理香がぐるっと振り向くと、そこにはニヤニヤした笑みを浮かべる剣持がいた。

「ココア」

「……むう……」

　ジロリと理香が睨むものの、剣持は余裕の笑みだ。これはココアを入れるまでしつこく言い続けるだろう。理香はこれみよがしにため息をついて、面倒臭そうに椅子から立ち上がる。

「打てば返る。理香は本当に楽しいな」

「私は楽しくないですっ！　まったく、そうやってすぐにからかうから、嫌いなんですよ」

　ブツブツ呟き、理香は事務所にあるミニキッチンに向かった。

「嫌いだなんて、悲しいことを言うなよ」

「じゃあ、ちゃんと大人扱いしてください。もう私、二十一歳なんですよ？」

「うーん、むずかしい問題だ。何せ理香は可愛い。そしてウサギのように目がまんまるだ。おまけにプレーリードッグのように動きが面白い。それで大人扱いというのはな」

「も～！　そういうとこ！　嫌いなの！」

　怒鳴りながらマグカップをふたつ取り、ココアの粉を入れる。

　給湯器から少しだけ湯を注ぎ、スプーンでココアを練った。

　どきどき。どきどき。

　体がほんのりと熱く、心がときめいているのが分かる。

　理香だって年頃の女性だ。本当は、剣持に憧れている。意地悪で、理香をからかってばかりで、まったく異性として見てくれない。完全に子ども扱いされているから、この淡い恋心が成就するなんてまったく思っていない。だけど、彼が仕事時に見せるキリリとした冷徹な瞳と、普段の気さくな態度に、心がときめく事は多い。

　あんなふうに、ふいうちで肩に触れてきて、低く甘い声でココアが飲みたいとねだってきて。心が動かないはずはないのだ。

　せめて子どもあつかいをやめてもらいたくて、理香は密かに勉強を頑張っていた。弁護士になるのはさすがに難しいが、弁護士事務所に必要なものは弁護士記章だけではない。他にも役に立つ資格はたくさんあるので、理香は自分が持つスキルを懸命に磨いていた。そしていつかは、父や剣持に頼られるような事務員になりたい。江住法律事務所にこの人ありと言われるような、できる事務員を目指すのだ。

「理香、ココアは？」

「今作ってます！」

　催促する剣持にがなりつつ、理香はレンジで温めた牛乳をマグカップに注いだ。

　その時、事務所の電話がピルルと鳴る。理香はできあがったばかりのココアを剣持に渡しつつ、受話器を取った。

「はい、江住法律事務所です」

　ペン立てからボールペンを取り出しつつ、理香は電話に出る。

　だが、電話先の相手が名乗るのを聞いて、目を丸くした。

「えっ、病院、ですか？」

　剣持がココアを飲みながら、理香を見る。

「……え？」

　相手の言葉を聞いて、理香は呆然と立ち尽くした。すると剣持は、すぐさま理香に近づき、受話器を奪う。

「もしもし、お電話変わりました。どうされましたか？」

　呆然と立ち尽くす理香とはうらはらに、剣持は真剣な顔をして、冷静に頷く。そして口早に電話を終えると受話器を置いた。

「理香……」

　先ほど理香をからかっていた顔とは一転して、剣持は眉間に皺を寄せている。理香はそんな彼を見上げて、唇を戦慄かせた。

「お父さんが……」

　病院から来た、突然の電話。内容は――

　江住所長。理香の父が、交通事故に遭ったというものだった。






　事務所を閉め、理香と剣持が急ぎ車で病院に向かうと、医者から父の容体を説明された。

　顎と腕、そして足を複雑骨折しており、現在は集中治療室で処置している。まだ意識は戻っていないが、命に別状はない。

　重体だが、生きている。理香はそのことに安堵して、ほうと息をついた。しかし医者の表情は曇っていた。

「もしかすると……身体機能や、脳の一部に、後遺症をもたらすかもしれません」

「そ、そんな」

　安心したのもつかの間、理香の膝が崩れ落ちる。だが、そんな理香を剣持がしっかりと抱き留めた。

「しっかりしろ、理香。可能性の話だ」

　耳元で励まされ、理香は気を確かにする。

　そうだ。まだ可能性の話。物事を悪く捉えてはいけない。

　理香達は、集中治療室で治療を受ける父と少しの時間だけ面会した。あちこちに様々な管を繋がれ、酸素マスクをはめる父。体中は包帯で巻かれていて、かろうじて見えた瞳は硬く閉じられていた。どこから見ても痛々しい姿を見て、理香はぎゅっと自分の手を握りしめる。

　――意識が戻り次第、連絡する。医者にそう言われて、理香達は病院を出た。その足でふたりは警察署に向かい、父の交通事故について問い合わせる。

　警察は現場検証の途中だった。現段階の状況では、父がハンドル操作を誤り、電柱に激突したということしかわからなかった。ちなみに、父以外に被害者はおらず、また、父の車に何かされた形跡がないため、事件性は薄いのだという。

　だが、全ては江住の意識が戻らなければ、真実はわからないだろう。

　彼が意識を取り戻したら、事情聴取を始めたい。警察にそう言われて、理香は頷くしかできなかった。

　足に力が入らず、どこか現実感を無くした状態で、理香はふらふらと事務所に帰った。

　真っ暗で、寒々しいフロア。ぱちりと電気を付けると、すっかり冷めたココアが、寂しくキッチンに置かれている。

「はあ」

　理香はため息をついて、デスクの椅子に座った。彼女の後ろをついてきた剣持は、だまって革張りのソファに腰掛ける。

「とりあえず、現状でわかっていることを整理すると、江住所長は車で電柱に激突した。重傷だが、命に別状はない。だが、現在は意識がない。そんなところだな」

「そうですね……」

　剣持の冷静な言葉に、だんだんと理香の頭にも現実が浸透してきた。

　間違いなく言えるのは、父はしばらくの間、入院を余儀なくされるということだ。理香はハッと我に返って立ち上がる。そして父のデスクに向かい、いくつかの書類を確認した。

「そうだ。……どうしよう」

　父は弁護士。もちろん今も、数々の案件を抱えている。明日の打ち合わせもスケジュールに書き込まれているし、公判が近いのもある。

　これらを全てキャンセルして、引き継ぎを頼める弁護士を探し出す。そんなことが理香にできるのだろうか。それ以前に、江住法律事務所の信頼はどうなるのだ。

　弁護士にとって信用は重要な要素だ。ただでさえ弁護士が増加傾向にある昨今、今まで築き上げてきた事務所の信頼度が失墜してしまうのは、痛すぎるダメージになるだろう。

　デスクに両手を置いて、理香は必死に考えた。どうにかこの状況を打開しなければ、事務所に未来はない。

　思い悩んだ末、理香は、目の前にいる彼を頼ることにした。結局のところ、それしか方法が思い浮かばなかったのだ。

　だが、剣持も多忙な人間である。果たして引き受けてくれるだろうか……。理香は迷いながらも彼が座るソファに近づき、声をかけた。

「剣持さん。実は、相談があるのですが」

「ああ。所長が抱えている案件の代行についてだろう？」

　さらりと考えていることを言い当てられ、理香は目を丸くした。

　剣持は呆れたように、傍で立ち尽くす理香を見上げる。

「江住所長が弁護を引き受けている案件は、俺も把握している。明日の昼に打ち合わせを約束している案件もあったはずだ」

「そ、そのとおりなんですけど。じゃあ、引き受けてくれるんですか？」

　理香は期待に満ちた目で剣持を見つめた。すると彼は、少し悩むように腕を組む。

「正直言って難しい問題だ。俺が多忙なことくらい、理香もわかっているだろう」

「それは……はい」

　コクリと頷く。剣持に頼まれた事務仕事を思い返してみても、父よりも抱えている案件は多いはずだ。

「一件につき、追加報酬として百万。それで手を打とう」

「ひゃく……!?」

　理香は目を見開いた。しかし剣持は「そんなに驚くことか？」と、酷く冷淡に言う。

「それくらいの報酬があるなら、完璧に面倒を見てやれる。俺も忙しいからな。それくらいの金を貰わないと、やってられない」

「うう。結局はお金なんですね」

「俺にも生活があるからな」

　冷めた目をする剣持に、理香はムッと眉間に皺を寄せた。

（剣持さんはうちのノキ弁なのに。父さんがピンチの時くらい、助けてくれたっていいのに）

　一件百万なんて横暴だ。一体何件あると思っているのだ。彼に全ての報酬を払ったら、まさしく大赤字である。それ以前に、事務所の経営が成り立たなくなる。

　せめて減額してもらえないものか。理香は剣持に訴えた。

「無理ですよ。うち、そこまで儲けてないし、貯金だってたくさんはありません」

「じゃあ、他を当たるんだな」

「他が思いつかないから、こうやって剣持さんにお願いしてるんじゃないですかっ」

　理香が怒り出すと、剣持は意味深に目を細め、ジッと理香を見つめた。

　それは今まで見たこともないほど真剣で、どこか怖い。こんな剣持は初めてだ。知らず、理香は眉間を不可解にひそめる。

　その時。剣持は突然立ち上がった。高身長な彼が目の前に迫ると、ひどく迫力があった。

「では、報酬の代わりを要求しよう。理香がその体で払うのなら、全部チャラで引き受けてやる」

「へ!?　ぜんぶ……ちゃら……？　からだ……？」

　彼が何を言っているのか全く理解できなくて、理香は呆然と剣持の言葉を繰り返す。

　剣持は、そんな理香の喉元を、ツンとつついた。

「言葉の通りだ。理香自身が俺の報酬だと言っている」

　少しずつ彼の言葉が頭に浸透する。お金の報酬ではなく、報酬は、理香？

「な、あ、えええ!?」

　思わず理香は素っ頓狂な声を上げて、一歩二歩と後ろに引いた。顔は真っ赤に染まり、ぱくぱくと口を開け閉めしてしまう。

　なぜ、突然体を要求してくるのだ。そもそも、自分と剣持は同じ事務所で働く他人のはず。もちろん恋人ではないし、色っぽい男女の雰囲気なんて一切なかった。

　それなのに、どうして？

　理香は頭の中がパニックになる。だが、剣持の表情は真剣そのもので、冗談を口にしているようには見えなかった。

「や、あの。そういうのはちょっと……っていうか、剣持さん、私のこと、子どもだと思っていたんじゃないんですか？」

　震える声でなんとか理香が訊ねると、剣持はなぜかとんでもなく不機嫌な顔をした。顔をしかめ、ギロッと理香を睨む。

　たちまち理香は怯え、じりじりと後ずさりをしてしまった。

「子ども扱いだと……？」

　こんな不機嫌な剣持は初めてだ。いつも剣持は、理香の前では意地悪そうに笑って、楽しそうにからかい、会話していた。子どもっぽく甘いココアをねだることも少なくない。

　だから、こんなにも怖い剣持は初めてで、理香は泣きそうに眉尻を下げてしまう。

　どうしてそんなことを言い出しているのだろう。彼はどこまで本気なんだろう。

　剣持はフゥとため息をつくと、無関心にすげなく、理香を見やった。

「俺はどちらでも構わないぞ。この事務所を間借りしているだけの人間だからな。はっきり言えば、この事務所がどうなろうが、知ったことではない」

「そんな！」

「だが、所長には恩もあるし義理もある。だから、理香に選択を与えているんだ」

　そう言われても、はっきり言って究極の二択だ。借金覚悟で現金を用意するか、自分の体で払うか。どっちも嫌だと言ってしまいたいが、それでは事務所の経営が成り立たなくなる。

（うう……。なんで今日の剣持さんは、こんなに意地悪で冷たいんだろう）

　今までのやりとりを思い出せば、もっと剣持は優しい人なのだと思っていた。からかい好きで、人をハムスターだのウサギだの、すぐに小動物で例えてくるけど、悪い人ではないのだと。

　しかしここに来て、その前提が覆される。彼は事務所のピンチにおいて、こんなにも酷い選択肢を与えるような人だったのだ。

　傷ついていないと言えば嘘になる。でも、彼の人柄を勝手に誤解していたのは理香のほうだ。

　剣持は、黙ったまま理香を見つめている。

　考えに考え抜いて――理香は、ひとつの決断を下した。

「わかりました……。私の体で報酬を支払います。だから、お父さんの案件を引き受けてください」

　どう考えても、案件の数から見れば、一件百万なんて絶対に無理だった。

　単なる事務員に過ぎない理香は、弁護士の横つながりがわからない。

　頼れるのは目の前にいる剣持侑李だけ。彼にお願いするしか、今の理香には手立てがない。

　それなら、彼が望むように自分という体を支払うしかないのだ。

　もう、明日には打ち合わせがある。時間がない。

　剣持は理香の返答を聞き、眼鏡のふちを人差し指で押し上げた。

「了解した。では、早速報酬を受け取ろう。俺は、前金主義だからな」

　剣持はグイと理香の手首を掴み、事務所を後にした。

　エレベーターを降りると、とっぷりと日の落ちた夜のビジネス街に、白い粉雪が舞っていた。






　どうしてこんな事になってしまったのだろう。

　思い悩む理香を連れて、剣持は自分のマンションへ移動する。

　これは理香自身が決めたことだ。でもやっぱり、どうして？　という疑問が拭えない。

　剣持は何を考えて、理香にこんな要求を突きつけたのだろう。

　体を報酬として要求する意図がわからない。

（女なら、誰でもよかった……？）

　そう考えてしまって、じわりと目じりに涙が浮かぶ。そんな人だとは思わなかった。

　ひとときは間違いなく彼に憧れ、肩に降り落ちる粉雪のような淡い恋を密かに抱いていた。理香を子ども扱いしてからかうところは嫌だったけど、そのやりとりも、理香にとって特別な時間であることにかわりはなかった。

　そんな人と肌を重ねるのは、嬉しいというよりも、戸惑いや恐れのほうが強い。

　洗練されたデザインの、黒っぽい外観をしたマンションに入っていく。エレベーターに乗って目的の階に到着すると、剣持は玄関扉の横にあるスキャンにスマホをかざし、ガチャンと解錠した。

　ここに来るまで、剣持は徹底して無言だった。理香が恐れるのも無理はない。

　今までの三年間、理香と剣持が築き上げてきた関係性が、脆く崩れ落ちたような感覚がした。口の悪い兄と妹のような、少し物足りないけど柔らかくて暖かい関係。からかって、怒って、そのやりとりが様式美のようになっていた、面映ゆい間柄。

　真っ暗だった玄関に、剣持は照明をつける。

　理香は震える足で靴を脱ぎ、胸の前で両手を組んで、おそるおそると歩いた。

「ここが、寝室だ」

　飾り気のない廊下を歩いて、剣持は部屋の扉を開ける。

　いつになく怯えた様子の理香がそろそろと部屋に入った時、剣持は突然、理香の手首を引っ張った。

「きゃ！」

　驚きに声を上げた瞬間、理香の視点がくるりと変わる。

　暗がりの寝室で、どさりと自分の体がバウンドした。ベッドに押し倒されたのだと思った時には、剣持が理香にのしかかっていた。

「あ……」

　理香がかすれ声を上げる。剣持はベッドの傍にある間接照明をぱちりと付けた。

　目の前には、いつになく真剣な表情をする剣持が、これまでにない至近距離で迫っていた。彼の眼鏡が照明に反射して白く染まる。そして、少しずれた眼鏡の先に、冷たくも形の整った眼差しがあった。剣持は煩わしそうにネクタイの結び目に人差し指を入れ、シュルリと外す。
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「理香。……お前を、もらう」

　ポツリと呟いた剣持は、理香の顎を掴んで唇を押し当てた。

「んんっ!?」

　声にならない悲鳴。目は驚愕に見開かれる。

　理香にとって初めてのキスは、ただただ、驚きに満ちていた。

　こういう事はもっと段階を踏むべきではないかとか、せめてシャワーをあびるものではないかとか。

　頭の中は混乱でいっぱいになって、うまく状況が飲み込めない。

　キスは、息苦しいくらいに長かった。

　何度も角度を変えて口づけされ、下唇を舐め、上唇を食まれる。

　彼が顔を動かすたび、剣持の眼鏡が理香の眉間に当たった。これまでにない密着感に顔が熱くなる。

　くちゅりと水音がして、酸素の入る隙間がないほどに唇を重ね、理香はあえぎ、くらくらと目を回す。

「はっ、は……っ」

　ようやく唇が離れる。なによりもまず息をするのが最優先で、他のことが何も考えられない。

　そんな理香を静かに見下ろした剣持は、ぷつりぷつりと、理香のリクルートスーツのボタンを外し始めた。

　間接照明に照らされて見える彼の表情は、怖いほどにしかめ面をしていて、この時を全く喜んでいるようには見えない。

　自分で望み、理香に体を要求したくせに、酷く苦しそうで、内罰的な表情を浮かべていた。

（どうして……そんな顔をするの？）

　理香には、剣持の気持ちがわからない。

　ただ、彼はこの行為をやめるつもりはないようだった。むしろ酷く急いた様子で、理香の上着を剥ぎ取る。

　剣持は理香の上にまたがった体勢で、自分の上着を脱いだ。乱雑な仕草でフローリングの床に投げ捨て、カン、と金属が落ちる音がする。

　それは、彼にとって大切な身分の証明――弁護士記章の音だと、理香は気づく。

　なぜだろう。その瞬間、理香は目の前にいる剣持が、自分の見知った剣持ではなくなった気がした。弁護士という表の殻を外し、からかい好きのお兄さんという、理香が持っていた彼のイメージがなくなり、全く知らない剣持になってしまったかのような感覚。

　彼が自分の知っている剣持か確かめたくなったのかもしれない。理香はゆっくりと両手を伸ばした。その頬に触れた時、剣持はわずかに目を細める。

「俺が、怖いのか」

　まるで理香の心を読んだようなことを言う。

「……怖いよ」

　理香は素直に答えた。すると剣持は、ふっと小さく笑う。そのわずかに見せた笑みは理香になじみのある表情だったから、ほんの少しだけど、安堵した。

「それなら、怖いと思う隙もない状況にしてやろう」

「え？　……あっ」

　理香の開かれたワイシャツの中に手が差し込まれる。

　ブラの上から胸をやわりと掴み、ゆっくりと揉み上げた。

「やっ、ふ……っ」

　それはなんとも形容しがたい感覚で、不思議な切なさを含んでいた。恐れの気持ちがより一層強まった気がして、理香は無意識に剣持の手首を掴んでしまう。

　すると、剣持はじろりと睨んだ。理香はハッとして、泣きそうな表情を浮かべる。

「ち、ちがうの。これは、嫌がってるんじゃなくて、わたし」

　ただ、どうしたらいいかわからないのだ。それが何よりも怖くて、つい、拒むような仕草を取ってしまったのだ。

　剣持はしばらく理香を見下ろした後、ニヤリと人の悪い笑みを浮かべる。

「そうか。理香はこんなにも怖がりだったんだな」

　剣持はベッドの端に置いたままになっていたネクタイを掴んだ。

「じゃあ、こうしてみよう」

　彼の手を掴む理香の両手首にシュルリと巻き付け、ぎゅっと縛る。

「へ……？　あ……っ」

　戸惑う間に拘束された両手は持ち上げられ、ベッドの傍にあるカーテンフックに繋がれた。

　手の抵抗ができなくなった理香が顔をこわばらせていると、まるであやすように、剣持は理香の黒い髪を、するりと手櫛で梳いた。

　そして、再び唇が重なる。

　ちゅ、ちゅ。

　恥ずかしいリップ音と共に、無防備に晒された理香の柔肌に、乾いた剣持の手が忍び寄る。

「ん、……んっ」

　まるみのある胸。形を確かめるようにやわりと撫で、ふわりと手で包む。

「んんっ、く、ふ……っ」

　優しさを詰め込んだような柔らかなキスを繰り返したあと、剣持は身を起こした。理香の腹にまたがる状態で、眼鏡越しに、じっとその顔を見つめている。

「キスは、初めてなのか」

　こくりと頷くと、彼の笑みが深くなった気がした。

「では、ここを見られるのも、初めてか？」

　ぎゅ、と掴んだ胸。親指を動かし、ブラを下にずらす。

　途端に顔を出すのは、熟れを知らない赤い尖り。理香の顔が真っ赤に染まる。

「や……っ、は、……ずかし……」

「耳まで真っ赤にして、可愛いな、理香は」

　くすくすと剣持が笑う。それは楽しそうというよりも、不思議な慈しみがあった。まるで大切な宝物を愛でているような瞳に、理香は内心戸惑う。

　これは単なる報酬。

　そのはずなのに、どうして剣持は、こんなにも優しく触れるのだろう。いつもと同じ意地悪さはあるのだが、感じるだろうと思っていた嫌悪感は全くない。

　ただ、今まで誰にも見せたことの無い、露わになった胸を見られているのが、たまらなく恥ずかしい。

「あんまり、見ないで」

「今見ないで、いつ見ると言うんだ」

　剣持は低く笑い、きゅっと胸の尖りを摘まむ。びくんと体が震えた。

「あっ……あっ！」

　それは初めての衝動。体中がぴりぴりと痺れる感覚。

　思わず理香は体をよじった。しかし両手首が拘束されているせいで、ろくに動くことができない。

　剣持はもう片方のブラカップもずらすと、親指で両方の尖りに触れた。そして、くにくにと指を動かす。

「んっ、ふ、……やっ」

　どうしてだろう。じりじりした痺れはあるのに、どこかそれは甘やかだった。例えようのない甘美な感覚がある。

　赤い頂は、上に、下に、彼の思いのままに揺れて、理香は羞恥のあまりギュッと目を瞑った。

　すると、ヌルリとした新しい感触が襲いかかる。

「ひ、あぁあっ！」

　びくびくっと体が震えた。パッと目を見開くと、剣持はあろうことか、理香の胸に舌を這わせている。

　赤くぬめった彼の舌がぺとりと胸の頂に乗り、硬くした舌先でちろちろとなぞれば、想像もつかない気持ちよさが理香の体中を支配した。

「はっ、は、んんっ、や」

　びくっ、びく。体が戦慄く。剣持の舌が理香の持つ胸の小さな頂を、ころころと転がす。同時に、反対側の胸の頂は親指と人差し指で摘ままれて、くりくりとこよりを作るように擦られた。

「んぁ、ぁあっ！　だめえ！　両方……っ」

　はくはくと短く息を刻み、理香は懸命に声を上げる。身をよじるたび、手首を縛るネクタイがぎしぎしと音を立てた。

　剣持は理香の胸の尖りに唇を押し当て、ちゅっと音を立てて甘く吸い上げる。

「ああぁっ！」

　くっと顎が上がって、体が跳ねる。ちゅくちゅくと何度も吸われて、その衝撃的な感覚をあやすように、次はたっぷりと唾液を含ませた舌で、とろりと舐めた。

「はあ、ぁ……っ」

　しかしそれすらも、今の理香には、つらい。

　どの刺激も甘美で、今までにない快感で、こらえきれない。

　くす、と剣持が小さく笑った。

「敏感」

　ぽつりと呟きが聞こえて、理香は剣持を見下ろす。

　彼は理香の赤い尖りを咥えたまま、酷く挑発的な笑みを浮かべて、こちらを見ていた。「すっかり硬くなってる。ここ、コリコリしてるだろ」

　言いながら、剣持は舌先で胸の頂を転がした。理香はびくびくと体を震わせ、あられもない嬌声を上げる。

「理香が気持ちよくなると、ここが硬くなる。体は正直なものだな？」

「や……っ」

　ふるふると首を横に振ると、剣持は軽く身を起こし、理香の耳にしゃぶりついた。

「ひ、ぁ……！」

　耳のふちに舌が這うと、ゾクゾクした快感が襲いかかる。

　同時に胸の尖りは両方とも指で摘ままれ、唾液にぬめったそこを、ぐりぐりと擦った。

「は、やぁぁっ」

　たまらない。どうしたらいいかわからない。

　ただひたすらに、剣持の愛撫に翻弄されるばかりだ。耳朶から首筋にかけて舌が伝い、体がびくんと跳ねる。きゅっと柔く胸の尖りをつねられると、今までに出したこともない舌足らずな悲鳴が上がる。

　なにも考えられない。剣持の愛撫が、理香の理性を溶かしていく。

　初めての快感に戸惑いながらも、堪えきれない。逃げようとしても、手首の拘束が理香に自由を与えてくれない。

　逃げることが一切許されないまま、剣持は、あまく、あまく、理香の体を支配する。

「理香。気持ちがいいのか？」

　どろどろに舐められた耳に、ハチミツを煮詰めたような甘い低声が響く。

　その声を聞いた途端、ずくんと下腹に鈍痛が走った。そして、不思議な切なさが身にひしめく。

　どきどきと胸が高鳴り、ひどく息苦しくなる。

（どうして？　剣持さんの声を聞いただけなのに、どうしてこんなにも、私はおかしくなっているの？）

　意味がわからなくて、理香がただただ混乱していると、ギュッと剣持は理香の胸の尖りをつぶした。

「んやぁあっ」

　衝撃的な快感に声が上がり、ビクビクと震える。

「こんなにも発情した声を出しておいて、気持ちよくないわけがない。そうだろう？」

　ぐりぐりと尖りを擦り、剣持は理香の唇に口づける。

　どろりと、いっそ醜悪なほど濃厚に唇を重ね、彼の舌が理香の口腔に侵入する。

　恐れに縮こまった理香の舌を絡め取り、ぐちゅりと音を立ててかきまわす。

　他人の唾液なんて、気持ち悪いだけのものだと思っていた。

　それなのに、剣持からしたたる唾液は不思議と甘くて、ずくずくと下肢のあたりが切なく痛む。

　歯列を舌先でなぞり、舌の裏側をくすぐるように舐め、大きな手が理香の胸を包み、揉み込む。

　繰り返される深い口づけに息苦しくなってきたころ、ようやく剣持は唇を離した。

　理香の舌先と彼の舌先に、どちらのものかわからない唾液が糸を紡ぐ。それは間接照明に反射して、銀色に妖しく光っていた。

「理香」

　低く、耳に注ぎ込まれる、甘い声。

　目を開ければ、剣持がじっと、理香を見つめていた。

　メタルフレームの眼鏡が、きらりと光る。

「ぁ……」

　赤い蕾のように、硬くなった胸の尖り。手のひらを這わせて、するすると擦る。

　びくびくと体が反応する。そう、この感覚はもう、理香にはわかっていた。

「きもち……い……」

　そうだ。たまらなく、気持ちがいい。今日まで知らなかった快感は、もう忘れることができないほどに、甘美だった。

　剣持は笑みを深くし、耳に口づける。くりくりと指で胸の尖りを摘まみ、きゅっと抓り上げた。

「はぁっ……っ！」

「これが、気持ちいい？」

　コリコリと人差し指を掻くように動かす。尖りが揺れるたび、理香は官能に溺れ、はくはくと息を継ぐ。

「ああんっ、あ、きもちいい、の……っ」

　一言、言葉を口にすると、とても素直になれた。理香があえぎながら言うと、剣持はクスクスと笑う。

「理香は正直で、可愛いな」

　耳元で囁く。そんな風に甘く言わないで。心がきゅんとしてしまうから。

　理香が眉尻を下げて身を戦慄かせていると、剣持はシュルリとネクタイの拘束を外した。手首が自由になったけれど、今の理香はすっかり快感に身を任せ、脱力している。

　剣持はそんな理香のタイトスカートを脱がし、ストッキングもスルスルと外してしまった。

　着崩されたシャツと、露わになった胸。そしてショーツというあられもない姿になってしまった理香の姿を剣持は舐めるように見つめ、その膝裏をそっと立てる。

「あ……」

　ドキドキした胸の高鳴りが、一層早くドラムを立てた気がした。

　剣持は理香のショーツのクロッチをずらし、人差し指で茂みを割る。

「んん……っ」

　恥ずかしさで死んでしまいそう。

　理香は目を瞑って堪える。剣持の指は止まるところを知らず、秘めた恥丘をくちりと開いた。

「ひぁ、ああ」

　そこは、剣持に目にどんな風に映っているのだろう。

　自分でも凝視しないような場所だ。変じゃないといい。醜悪でないといい。

　理香はばくばくと音を立てる心臓の鼓動を感じながら、濡れた唇を噛みしめた。

　すると、剣持はその指先を上下に動かす。ちゅくりと音がして、理香の体は大きく跳ねた。

「あぁ……っ!!」

　それは胸とは比べものにならない衝撃。尾てい骨から背骨を伝って、ビリビリとした快感が走る。

「すっかり濡れて。理香の体は素直だな」

　蜜で濡れた指で、秘裂をぬるぬると擦ると、抗えない快感に嬌声が上がる。

　気持ちがよくて、おかしくなって、理香は息も絶え絶えで――それでも剣持の愛撫は止まらない。

「ほら、ここから蜜が出ている。俺が刺激するたび、とろとろと絶え間ない」

　ちゅく、ちゅく。ちゅ。

　剣持が秘裂の一部を執拗にいじった。理香はふるふると首を横に振り、ぎゅっとシーツを握りしめる。

「やぁ、いわないで……恥ずかし……」

「ふふ、恥ずかしいなら、栓でもしようか？」

　ヌルリ。

　彼の筋張った指が、理香の中に侵入する。

「あぁぁあっ!!」

　びくびくと体が震えた。彼は膣内に埋めた指をぐりぐりと動かし、しつこく中を蹂躙する。

　ぬちゅりといやらしい音を立てて指を引き、再び押し込む。その抽挿は少しずつ早くなって、そのたびに理香の下肢はきゅんとした鈍痛を感じ、同時に不思議なうずきで埋め尽くされる。

「あ、ぁ……や……」

　理香が泣きそうな顔をして快感にあえいでいると、剣持は「はぁ」と、熱いため息を吐いた。

「なんて顔をするんだ」

　そう呟くと、剣持はカチャリとベルトの金具を鳴らして外した。理香の首筋に唇を押し当てて、手早く準備を済ませる。

「どんな……顔？」

　理香が問えば、彼は至近距離でくすりと笑った。

「欲しくてたまらない。俺を煽るだけの顔だ」

　顔を上げた剣持はひどく獰猛な顔つきをしていた。肉食獣のように、今にも獲物に食らいつかんとする、雄の本能をむきだしにした顔。

　理香の両足は、彼の手によって一層大きく開かれた。ある意味滑稽で、まるで服従を表すような体勢に、理香の顔は羞恥に赤らむ。

　剣持は、スキンを被せた己の杭を、軽く理香の秘裂に押し当てた。

「あ……」

　それが何を意味するのか。わからないほど子どもではない。初めてだけど、最低限の性知識はある。

　剣持は黙って、その秘裂を両指でぱくりと開いた。

　今まで誰にも侵入を許さなかったそこは赤く成熟した果実のようで、ぬらぬらと妖しげに艶めいている。

　剣持はそこに、己の杭をあてがった。

「理香を……貰うからな」

　自分に言い聞かせているのか、それとも理香に通告しているのか。

　わからないまま、剣持は腰を深める。

「あ……あぁっ」

　理香の体がしなって、露わになった胸はふるんと揺れた。

　性交を知らない狭まった窄みに、醜悪かつ質量の多い雄の杭が、グリグリとねじこまれていく。

「あ、あ……あぁ、大き……っ」

　それはまったく初めての感覚で、ただただ我慢していた理香は、瞬く間に耐えきれなくなってしまった。

「ひ……ぁ、いや、ちょっとだけ、抜いて……っ」

　ずりずりと腰が引けてしまう。ぎゅっとシーツを握って逃げようとする理香を静かに見据えた剣持は、ぐっと理香の腰を両手で掴んだ。

「もう、逃がさない」

　その声は低く、そして怖いほどの迫力があって、理香は下肢の圧迫感に耐えながらそろそろと目を開いた。しかし、剣持の表情は暗がりにかくれて、どんな表情をしているか見ることはできない。

「んっ、あ、大き……くて……っ、ん、壊れちゃ……」

　理香はふるふると首を振った。こんなにも太いものが、あんなにも小さなところに入るのだろうか？　未知の感覚に恐怖して訴えると、剣持はふっと静かに笑った。

「本当に可愛いことを言う。……大丈夫だ」

　剣持は無理矢理押しとおるように、勢いよく杭を奥まで埋め込んだ。

「ああンッ！」

　ビクッと震えて、剣持は理香の体を抱きしめる。

「そのうち、慣れる」

「な、慣れないよ……っ」

「慣れるさ。回数をこなせばな」

　ふふ、と耳元で笑った後、剣持は理香の唇に口づけた。何度もしたキスのせいで、理香の唇は腫れぼったくジンジンしている。その感覚をあやすように、剣持は何度も唇を舐めて、舌を絡ませた。

「理香のここは、俺のものだけを受け入れるように体ができあがっていく。だが、今日は辛いだろう。……ごめんな」

　唇を外し、頭を撫でられた。

　理香が焦点の合わない目で剣持を見上げると、彼は慈しみをあつめたような瞳をして、眼鏡越しに理香を見つめていた。

（どうして……こんなにも、優しいの？）

　これは報酬。そう何度も自分に言い聞かせているのに、こんなことでは誤解してしまう。剣持に抱いていた淡い恋心が再び芽吹き、彼に抱かれて嬉しいと、そんな事まで考えてしまう。

　違うのに――違うのに。

　思い悩む理香が泣きそうになっていると、剣持は痛いほどに理香を抱きしめた。

「ああっ」

「だが、悪い。あまり、優しくしてやれそうもない」

　剣持は大きく腰を引き、ぎりぎりの所まで杭を抜いた後、再び理香の膣内に杭をねじこむ。

「んぁっ、あア！」

　びくびくと理香の体が震えるも、剣持に抱きしめられて、身動きも取れない。

　ただ、卑猥な抽挿が否応なく続く。

　ぱん、パン、と肌がぶつかって、そのたびに理香の嬌声は高くなった。

　初めては、痛いと、どこかで聞いたことがある。

　確かに鈍い痛みは感じた。しかし、これはどういうことだろう。

　硬い彼の杭。その先端が膣壁を擦るたび、腰が震えるほどの快感に襲われる。

　ぐちゅ。ちゅく。ぬちゅっ

　止まない抽挿は、いっそもっと続けて欲しいくらいで。耐えきれない圧迫感にあえぎながらも、理香の官能はすっかり目覚め、花開いていた。

「はっ、は、ぁ……アッ」

　切なく眉尻を下げて涙を浮かべながらも快感に打ち震える理香は、自分が今、どんなに男の情欲をかきたてる表情をしているかわかっていない。

　戸惑い。それでも快感を受け入れる素直な躯。剣持は唇を噛み、力任せに腰を動かす。

　ぱん、パン、ぐちゅ。

「ハッ、ん、んんっ」

　剣持は奪うように理香に口づけた。舌同士を重ね、どろどろに溶け合うほどに絡ませる。

　ぐちゅっ、くちゅ。ぬちゅ。

　もはや舌同士の絡みなのか性器同士の絡みか、わからないほどに、部屋の中はいやらしい水音で支配され、ふたりの体は重なり合う。

「……はっ、は、理香……！」

　剣持はすっかり余裕を無くし、いっそ怒っているのかと思えるほどの鬼気迫った表情で理香の名を呼ぶ。

「あ、アッ、剣持……さん……」

　すがるように理香は剣持の大きな体を抱きしめた。すると呼応するように剣持の腕の力も強まり、もはや触れていない場所はないほどに密着する。

「ハ……っ、ア、理香……理香……っ」

　彼の杭は、一層深く、えぐるように理香の最奥に向かって穿たれる。腹を貫かんとするその杭は、理香の子宮口の近くをぐりぐりと突き、そして――

「……は、ぁ……っ」

　剣持は達した。小刻みに体を震わせ、膜越しに精を放つ。

　理香はぐったりと脱力していて、ゆっくりと剣持の腕の力が緩まった。

「は……、理香……」

　低くとおる声で理香の名を呼ぶ。息が上がったまま、かすれた目で剣持を見つめれば、彼は切なさを含んだ瞳で、理香を静かに見つめていた。

「剣持……さん」

　意味もなく、ただ、彼の名を呼ぶ。すると剣持は、理香と唇を重ねた。

　それは情交の後とは思えないほど優しく、胸が温かくなるような、柔いキスだった。

















第二章　それは報酬のはずですよね？












　ピリリリ、ピリリリ……

　遠く、理香の耳に届く着信音。

「ン……」

　手を伸ばし、スマートフォンのある場所を目指した。しかし、いつまで経ってもスマートフォンを掴むことができない。

（あれ、おかしいな。いつもなら、ベッドの脇に置いているのに）

　ぱふ、ぱふ。何度手で探っても、スマートフォンはない。

「んー……どうして……？」

　まどろみにたゆたう中、理香はうにゃうにゃと呟きつつ、寝ぼけ眼で手を動かした。するとようやく、スッと指にスマートフォンが当たる。

　理香はホッとして、布団の中でスマートフォンを耳に当てた。

「はい、江住です……」

『あっ、江住理香さんですか？　こちら、お父様を収容している病院ですが』

　パッと理香は覚醒した。ガバッと起き上がって「はいっ！」と返事をする。

　電話の内容は、父が意識を取り戻したという知らせだった。理香はすぐに病院へ向かうと口にして、電話を終える。

「よかった……。お父さん、無事だった」

　はぁ、と安堵のため息をついて、肩を落とす。すると、後ろから声をかけられた。

「江住所長、目を覚ましたのか」

「うん。本当によかったよ。さっそく病院に行かなきゃ……って、ええーっ!?」

　後ろを向いて、理香は悲鳴を上げる。

　そこには、真っ裸の剣持がニコニコ笑顔で寝そべっていた。ちなみに、眼鏡はしっかりかけている。

　理香はぱくぱくと口を開け閉めして、ようやく昨晩の出来事をいちからじゅうまで思い出す。そしてみるみると顔を赤くし、ハッと思い出したように胸元を隠した。

　そう、全く寝ぼけていたが、自分も剣持と同じく裸だったのだ。

「あ、あ、あ、その、剣持さん」

　なんと、なんと言ったらいいのか。何もかも流して『おはようございます』だろうか。それとも『うしろを向いて下さい』だろうか。はたまた『昨日はお楽しみになりましたね』……。

　理香がぐるぐる目を回して考えていると、剣持はニヤリと笑った。そして、バサッと理香の持つ布団を剥ぎ取ってしまう。

「ひゃっ!?」

　驚く理香を押し倒し、剣持はその唇にキスをした。

「おはよう、理香」

「おおお、おはようございます、剣持さん」

「君がこんなにも照れ屋だったとはな。まったく、可愛いやつだ」

　ツン、と胸の尖りをつつかれる。ついでのようにちゅっと頂に吸い付いて、理香は「きゃう！」と声を上げてしまった。

「や、やだぁ。今は、吸わないでっ！」

「よし、じゃああとで吸おう。たっぷり、ちゅうちゅうとな」

「ちゅうちゅうって言うな！　あともだめ！　っていうか病院行かなきゃ！」

　えいえいと剣持の胸を押すと、仕方なさそうに彼は離れる。しかしベッドから立ち上がろうとした時、後ろからぎゅっと抱きしめられた。

「よかったな。所長の意識が戻って」

　甘い声色で囁かれる。

　理香は嬉しさと恥ずかしさで顔を赤くしながらも、小さくこくりと頷いた。






　剣持のマンションから車で病院に行き、すぐに面会の手続きをした。

　案内されたのは入院棟の個室。トントンとノックをしてから引き戸を開けると、そこにはベッドに横たわる父の姿があった。

「ああ……理香。それに剣持君も、来てくれたのか。ありがとう」

　幼少のころから、理香を男手ひとつで育ててくれた、たったひとりの肉親。

　思わず理香は涙を浮かべる。そして父に駆け寄り、その手を握った。

「お父さん！」

　そのぬくもりは本物だ。手首から感じる脈もちゃんとある。父は目の前で生きているという事実が嬉しくて、理香は目を瞑った。熱い涙が一筋落ちる。

「理香、心配をかけたな。不安だっただろう。ごめんな」

「いい。お父さんが生きてたらいい。私はそれだけでいいの」

　何ごとも命あってのものだねだ。後の事なんて、後で考えたらいい。とにかく今は、父の意識が戻ったことを喜ぼう。

「江住所長。後で警察が見えるそうで、ここで事情聴取をするそうです」

「ああ、わかった。剣持君は自分の仕事もあるのに、悪かったね」

「いいえ。ちゃんとスケジュール管理は済ませていますから、問題ありません」

　剣持はかけていた眼鏡のツルを押し上げ、冷静に言う。彼は理香に対しては意地悪だったりからかったりするが、理香の父には礼儀をわきまえている。その様子はまるで師匠と弟子、もしくは上司と部下に見えるが、実際の剣持は事務所を間借りするだけの弁護士だ。

　だから理香は、ほんの少しこのふたりの関係を不思議に思う時がある。

「お父さん。実は、お父さんの抱えている案件についてなんだけど……」

　これは言っておかなければならない大切なことだ。理香は父の仕事を剣持が引き継ぐ旨を説明した。

　説明を聞き終えた父は、静かに天井を見つめる。片側の肘や足にはギプスで固められていて、頭や首、胸には包帯が巻かれている。意識は取り戻したものの、まだまだ痛々しい姿だった。

　父はため息をつき「そうか」と頷いた。

「剣持君なら私も安心して任せることができる。忙しいのに、申し訳ないね。もし手に余るようだったら、私に言ってくれ。ツテもあるから、いくつかは頼れると思う」

「数件の案件が増えたところで、俺が右往左往するとお思いですか？　所長」

　強気な剣持の言葉に、江住はクックッと体を震わせて笑った。

「冗談だよ。君がそれくらいで根を上げるなんて思っていない。ただの社交辞令というやつだね」

「ええ、そうでしょうとも」

　剣持も笑顔を浮かべ、眼鏡越しに意地悪そうな目を細める。

　ひとしきり笑った江住は、ふぅと息をついた。ぽつぽつと、点滴の落ちる音がする。

「……君は本来、うちのような小さい事務所にいるような弁護士ではないのだけどね。今だけは心強いよ」

　しみじみと言う父の言葉に、理香は首を傾げた。

　江住法律事務所は確かに小さいが、剣持はそんなにすごい弁護士なのだろうか。

「それでも、当分の間は忙しくなるだろう。理香も有効に使ってやってくれ。十八から事務を仕込んであるから、多少の無理は利くはずだ」

「ええ、それはもちろん。理香には、昨日から早速仕事をしてもらっていますよ。なあ？」

　ニヤリと意味深な笑みを浮かべて、剣持が隣に立つ理香を見下ろす。

　理香はピシッと動きが固まった。

　仕事って、仕事って、もしかして、アレ？

　ぶわわっと顔が赤くなって、理香はぶんぶんと手を横に振った。

「何も！　別に何も大した事してないから！」

「そうそう、これからいっぱい頑張ってもらわないとな」

「頑張るって……ええと……、その。うん、仕事は、超頑張りますよ！」

　むしろ仕事以外では頑張りたくない！　しかし剣持の目線がどこかイヤラシイのは気のせいか。

　口が裂けても、父の案件の報酬を自分の体で払ったなんて言えない理香は、身を固くして俯いた。






　他にも色々と話したいことはあったのだが、江住の体調は良好とは言えない。長時間の会話は体に負担がかかるため、必要事項だけを手短に打ち合わせして、理香達は病院を後にした。

「そういえば、お父さんが、剣持さんはうちのような事務所にいる人じゃないって言っていましたけど、あれはどういう意味なんですか？」

　剣持の車に乗りながら理香が聞くと、運転席に座った剣持が思い出したように「ああ」と言う。そして勝ち気に唇の端を上げた。

「俺はどこから見ても有能そうだろう？　実際有能なんだが、いわゆる引く手あまたってヤツだな。もてる男はつらいんだ」

　彼の自信満々な言葉に、理香は心底呆れた顔をした。前から自信家なところがあると思っていたが、彼は本物だ。本物の自信家だ。

「よくもまあそこまで、自分を持ち上げられますね～」

「事実だからな」

「はいはい。そんなに有能なら、普通はノキ弁なんかに甘んじてないで、さっさと事務所作って独立しますよね～」

　理香がシートベルトを装着しながら言うと、剣持はハンドルを握って意味深な笑みを浮かべる。

「独立すると面倒事が増えるんだ。派閥やら何やらと巻き込まれたりな。今が一番気楽でいい。我らが江住所長は懐の広い人だから、余計な気を遣わずに済む」

「……余計な気遣い？」

　理香は首を傾げたが、剣持はそれ以上口にする様子はなかった。

（まあ、確かにお父さんは放任主義だし、一緒にいて気が楽なのはわかるかも）

　そう思い直して、理香たちを乗せた車は事務所に戻った。






　◇　　◆　　◇






　理香の父、江住所長の怪我の具合は全治二ヶ月にプラスして、リハビリ治療が必要になる。少なくとも半年は現役復帰が難しいだろうと剣持は見定めて、しばらく自分の仕事は抑えめに請け負い、江住法律事務所のクライアントを中心に受け持つと言った。

　しかし剣持は普段に比べて遙かに忙しくなり、毎日、打ち合わせや裁判所などと、街中を走り回っている。そして当然ながら、事務仕事をする理香も多忙な日々を送っていた。

　一番大変なのは剣持なのだ。自分がしっかりサポートしなければ。

　理香はそんな使命感を持って、日々仕事に励んでいる。

　正直なところ、彼が『報酬』だと言っていた理香の体は、あの初めての日の一回限りで、それ以降は誘い文句ひとつ言わなかった。

　まるで、普段どおりの彼に戻ったよう。そもそも、今の剣持は事務所に滞在している時間も少なく、たまに事務所に戻れば理香に仕事の指示を飛ばし、書類の確認をすませて、また忙しそうに外出していく。

　やはり、江住の案件を掛け持ちするのは大変な仕事だろう。

（もしかしたら……剣持さんは、あの一回で満足したのかもしれない）

　おつかいで役所に赴いていた理香は、ふと考える。

　あの夜のやりとりで全ての報酬を払い終えているのだとしたら、それはそれで助かる話だ。

「そうだよ。なんだか思ってたより優しかった気もするけど、やっぱり恥ずかしいし、気持ちいいし、でもなんかやっぱり恥ずかしいし！」

　ひとり百面相をしながら、電車に乗って事務所への帰路を進む。

「そう、そう。決して、ちょっと寂しいなとか、もう一回くらいあるのかなとか、そんなこと思ってないし」

　口に出している時点で語るに落ちた気がしないでもないが、理香は首を横に振って、やましい気持ちを跳ね飛ばす。

　そもそもは、嫌だったはずなのだ。

　愛もない、ただ快感をむさぼるだけのような性交は、理香の望んだものではない。

　それなのになぜ、寂しさを覚えてしまうのだろう。誰もいない夜、ひとり、部屋の中であの刺激的な夜を思い出しては、胸が切なくなるのだろう。

（なんだか、私……へんだよね）

　あの一度きりの夜があまりに忘れられなくて、頭がおかしくなってしまったのだろうか。

　理香は物思いにふけながらトボトボと歩く。

　しばらくして、江住法律事務所が見えてきた。しかし、目の前に大型のスポーツカーが路上駐車していて、目を丸くしてしまう。

「うわ、すごい」

　思わず驚嘆の声を上げた。それは鮮やかに真っ赤な塗装がされた車で、理香でも知っている高級メーカーの外車だった。

　理香だけでなく、道ゆく人も、その車をチラチラと見ている。それくらい目立っている。

　そして、事務所に上がるエレベーターの前に剣持と見知らぬ女性が立っていた。

　どうやら激しく言い争っているらしい。何かトラブルだろうかと心配になった理香は、小走りでふたりのもとに駆け寄った。

「あの、剣持さん、どうしたんですか？」

　理香が走りながら問いかけると、後ろを向いていた剣持が振り向いた。そして、困ったように眉間に皺を寄せる。

「理香か。俺が頼んだ書類を貰ってきてくれたのか」

「はい。それで、こちらの方は……クライアントですか？」

　心配そうに理香が訊ねると、女性はムッとしかめ面をした。酷く不機嫌そうだが、顔が非常に整っているので、どんな表情をしても美しく見えてしまう。

　彼女はツカツカとハイヒールの音を鳴らせて、理香の目の前にやってきた。

「クライアントですって？　あなた、私を知らないの？　どんなモグリ弁護士よ」

「も、もぐり弁護士？　私は江住法律事務所の事務員ですが」

「ああ、事務なの。いや、下っ端でも私を知って当然でしょ！」

　女性は理香に怒鳴った後、気を取りなすように長い髪をかき上げた。

「まあいいわ。私はね、剣持君を引き抜きに来たの」

「ひ、引き抜き？」

　理香が目を丸くすると、女性はずずいと詰め寄った。

「ねえ、あなたからも説得してあげて。剣持君は、こんな小さな事務所にいるべき人間じゃないのよ。どうせ、離婚調停とか借金整理とか、そういう小さくてくだらない案件ばかりチマチマとこなしているんでしょ？」

「なっ……」

　次は理香がムッとした。なんだこの女性は、失礼にも程がある。

「どうせ、ってどういう意味ですか。離婚調停も借金整理も、当人にとってみれば重要な案件です」

　弁護士を頼る困りごとに小さいも大きいもない。そしてある意味、善と悪が当たり前のように交差している。世間的に『悪人』と言われた人であっても、弁護される権利はあるのだから。

　ゆえに、できる限り公平に判断し、そして依頼者には誠実でありたい。

　それが父のモットーだった。確かに大手事務所に比べて仕事の量は少ないし、名声にも繋がらない仕事ばかりだ。しかし、誰かがやらなければ、依頼者はずっと救われない。

　納得できない時もある。法の理不尽さに悔しい思いをする時もある。

　だけど、どんな形であっても、全ての案件に一度は終焉の判を捺さなければ、依頼者は前に進むこともできないのだ。

　困っている人を助けたい。

　それが父の主義である。だから、小さくてくだらない案件なんて、この世にひとつとしてありはしないのだ。

　女性は毅然とした理香の表情を見て、苦虫を噛んだように嫌な顔をした。

「あなたの主観なんてどうでもいいわ。案件が重要かそうでないかは、世論が決める」

　そして、次は剣持に視線を向けた。

「ねえ、私は、あなたの名にふさわしい名声を与えるだけの案件をいくつも抱えているのよ。メディアがこぞって騒いでいるような大きな事件にも関わっている。だから、私のところに来なさい。剣持君ほどの腕なら、間違いなく私の右腕になれるわ」

　おそらく、そう言えば剣持の心が揺らぐと思ったのだろう。

　だが、剣持はすげない。心底無関心に女性を見やると、理香の肩を掴み、引き寄せた。

「お断りだ。だれが右腕になるだと？　そんな腰巾着役はごめんだ」

　剣持はエレベーターのボタンを押す。すぐさまエレベーターの扉がガコンと開いた。

「俺があんたに従うと思っているなら、今すぐ訂正しておけ。俺は誰の下にもつかない」

　剣持は理香の肩を抱き寄せたままエレベーターに入る。そして、重々しい音を立てて、扉が閉まった。

　――閉まる直前まで、女性は鬼気迫る瞳でこちらを睨んでいた。






　事務所は静寂に満ちていた。

　冬の昼下がりはどこか薄暗い。理香が照明をつけようとスイッチに手をのばしかけたところで、ソファに座った剣持が声をかけてきた。

「先に書類をくれないか」

「あ、はい。これです」

　理香は慌てて、バッグからクリアファイルを取り出す。中に挟んでいた書類を剣持に渡すと、彼は眼鏡の縁を指で押してから、書類を読み始めた。

　シン、と静まり返る事務所。理香はそわそわと辺りを見回す。

（気になる……。聞いたら迷惑かな。でも、やっぱり……）

　あの女性はきっと、事務所の前に横付けしていた赤いスポーツカーの持ち主だろう。理香に、自分を知らないのかと言っていたが、有名人なのだろうか。……そういえば、どこかであの顔を見た気もする。しかし、どれだけ記憶を掘り起こしても思い出せず、理香は首をひねった。

　理香は、人の顔を覚えるのが得意なほうだ。クライアントはもちろんのこと、父と親しい同業者の顔も忘れていない。それに何より、あんなにも強烈な印象を持つ女性なんて、忘れるほうが難しいのではないか。

（でも、全然思い当たらないんだよね。なんでだろう……）

　うーん、うーん。理香が腕を組んで悩んでいると、ぱさりと書類を机に置いた剣持がくすりと笑った。

「理香は考えていることがすぐに顔に出るな」

「えっ？」

「エレベーターの前にいた女性が気になる。そうだろう？」

　ずばりと言い当てられてしまった。しかし黙っていても仕方が無い。理香はコクリと頷く。

「その、頑張って思いだそうとしているんだけど、全く記憶になくて。あの人、弁護士なんですよね？　有名な人なんですか？」

　理香が訊ねると、剣持は軽く笑った。

「比較的、弁護士の中では名が知られているかな。城内じょうのうち舞香まいか。名前を聞けばピンとくるんじゃないか？」

「城内舞香……城内……。あっ！　城内舞香！」

　ようやく理香は思い出す。

　城内舞香。それは、いわゆる『カリスマ弁護士』としてメディアを賑わしている、話題の人だ。テレビのバラエティ番組でレギュラー枠を持っているし、朝のワイドショーでもコメンテーターとして出演している。美人弁護士と持て囃されて、ファッション雑誌でインタビューを受けることも少なくない。

　顔に覚えはあるのに、思い出せない。理香がそうなるのも仕方が無かった。何せ、仕事では全く関わることのない人なのだ。いわば雲の上、いや、自分とは別世界に生きる人――そんな存在だった。

　事務所の前で見かけた赤いスポーツカーも頷ける。あんなにもテレビに出ていたら、高級車を購入するくらいは稼いでいそうだ。

「はぁ、あの人が、本物の城内舞香……」

「本物ってなんだよ。偽物がいるのか？」

　剣持がからかうように笑って聞く。理香は「だって」と唇を尖らせた。

「私にとって、芸能人みたいな人なんですよ」

「まあ、その感覚も分かる。アレはもう、俺たちとは違うところで生きている人だ。しかし、城内はどうも違うと考えているらしいな」

　そう言うと、剣持はぽんぽんと隣のソファを叩いた。座れということらしい。理香は素直に腰掛ける。

「俺が江住所長の事務所を借りてから、ちょくちょくウチに来いって声をかけられているんだ。あんな風に直接押しかけてきたのは初めてだが、電話やメールは頻繁だな」

「へえ……って、それってつまり三年前から、ですか？」

「そういうことだ。正直辟易してる。しつこいにも程がある」

　剣持が珍しく、げんなりしたため息をついた。余程困っているらしい。

「俺が新人弁護士だった頃、城内と同じ事務所でイソ弁してたんだ。彼女とは、その頃からの腐れ縁だな」

　イソ弁とは、居候弁護士の略称だ。既存の法律事務所に所属する新人弁護士が、よく呼称されている。

「城内が所長を継いだころに、俺はその事務所を辞めたんだ。彼女の経営のやり方が気に食わなかったし、派閥が割れて、面倒臭かったからな」

「へえ……。それが三年前なんですか？」

「ああ。辞めたはいいが、とにかく城内が喧しかった。しかもあちこちの事務所に圧力かけたせいで、俺はどこにも入れてもらえず、行き場を無くしていた。いよいよ独立しかないと思っていたころに、江住所長が誘ってくれたんだ」

「……そうだったんですか」

　初めて、剣持がこの事務所に来た経緯を知った。理香は目を丸くする。

　三年前といえば、理香はまだ高校を卒業したばかりの、新人事務員だった。仕事を覚えることで精一杯な頃、剣持は唐突に現れて、父に紹介されたのだ。

『今日からここを事務所として使う、弁護士の剣持さんだ。仕事を増やして申し訳ないけど、彼の手伝いもして欲しい』

　そう父に言われて、理香は剣持を見上げた。理知的で整った相貌に、オーバル型の眼鏡がよく似合っていた。恋を知らない十八の娘が、胸をときめかせるのも仕方が無い。思わず言葉を失い、みとれてしまったくらいなのだから。

　しかし、剣持は一見冷徹そうで淡麗な顔をしていながら、意外にも気さくな男性で、理香とも愛想よく会話をしてくれた。

　当時の理香は十八。そして剣持は二十四。年の差は歴然で、理香は常に子ども扱いされていた。

　小動物に例えられてからかわれたり。なでなでと頭を撫でて可愛がられたり。

　剣持に構われるのは嬉しかったけど、自分はいつまで経っても対等になれない……。早く大人扱いされたくて、化粧や服選びなど、背伸びをしたこともあった。

　それでも剣持の態度は変わらなかったから、理香は仕事のスキルを伸ばして一人前の大人になろうと試みた。

　法律事務所で働く人間は、何も全員弁護士記章をつけなければならないわけではない。

　経理の資格。相談者との意思疎通を円滑にするメンタルケアの勉強。身につけて無駄な知識などありはしない。

　頑張れば、いつか、振り向いてもらえるかもしれない。

　大人の女性として扱ってくれる日が訪れるかもしれない。

　そう思って頑張ってきた。

（あれ？　だけど今は……どっちなんだろう）

　ふと、理香は疑問を感じた。『今』は、子どもか大人か、どちらの扱いをされているのか。

　あの夜を越えてから、その扱いの境界がわからなくなっている。

「あいつもなあ、いい加減諦めろと思うよ。何度も断ってるのに、事務所で待ち伏せとか……」

　ぶつぶつと剣持が呟いている。彼の困った表情から見て、余程しつこく声をかけられているのがわかる。理香が知らないだけで、事務所にも直接電話がかかってきていたのかもしれない。

「そこまでして、城内さんは剣持さんを誘いたいんですね。ちなみに、どの程度の待遇で話が来ているんですか？」

「……聞きたいのか？」

　剣持が胡乱げに理香を見下ろす。純粋な好奇心で理香が頷くと、彼は素直に答えてくれた。そして、その破格の内容に、理香は驚愕する。

「え、相談役として大企業の役員になれて、しかも別報酬もあり？　さらに講演料が大物弁護士並とか、すごいじゃないですか！」

「ああ。前からこんな感じだったが、今日聞いた待遇を聞いてあきれ果てたよ。金で釣ろうとしているのが見え見えで嫌になる」

「え、でも、本当にすごいですよ。そんな待遇を提示されて、よく断れますね。どうして城内さんのところに行かないんですか？」

　こんなの、誰でも頷きたくなる内容だ。何せデメリットがひとつもなく、メリットが多すぎる。大企業の相談役なんて、そう簡単にはなれない。

　金で釣っているといえば聞こえは悪いが、剣持はそれほどのお金を支払っててでも引き入れたい、高い能力を持っているということである。

　――剣持君は、こんな事務所にいるべき人間じゃない。

　先ほどの城内が言っていたが、父も同じようなことを口にしていた。

　彼らの言うことは本当なのだ。剣持は、もっと報酬をもらってもいい仕事をしている。

（誰だって、報酬は高いほうがいいはず。それなのに、どうして？）

　理香がそんな疑問を持って剣持を見上げると、彼はフッと目じりを下げて微笑む。

　眼鏡のメタルフレームが妖しげに鈍く光った。

「それでいいのか？」

「え？」

「理香は今、俺に行ってほしいのか？」

　意地悪な笑みに、どきんと胸の心音が鳴る。

　それは、今の現状を考えれば――

「い、行って、欲しくない……です」

　それしか、答えが出せない。

　今、剣持に去られては困るのだ。父が入院している今、江住法律事務所が存続できるか否かは彼にかかっている。

　剣持に頼るしかない。たとえどんなに待遇の良い話があったとしても。

「行かないで欲しいです。私には、剣持さんしかいないから……」

　顔を俯かせて言うと、剣持はそっと理香の顎を摘まんだ。そして、クイと上に向かせる。

「それでいい」

　目を細め、意地悪な笑みを見せる。

　そして、ゆっくりと唇を重ねた。

　彼の眼鏡が、理香の眉間とぶつかる。

　チュ、と小さく唇の音が鳴って、彼は角度を変えてもう一度口づける。次は深く、そして濃厚に。

　舌が口腔に差し込まれ、にゅるりと舌が絡む。内頬、舌の裏、くまなく舌が這い回る。

「ん、ンんっ」

　ちゅ、チュ。

　冬の昼下がり。暖房を入れていない事務所は薄暗くて肌寒い。

　その中で、ひどく密やかにいやらしい水音が響いた。

　チュ。クチュ。

　何度も唇を重ねあって、唾液を交換し、とろとろとかき混ぜる。

「は……ぅ」

　理香はふるふると体を震わせた。どうしてだろう。キスをしているだけなのに、こんなにも――気持ちがいい。

「理香は、俺の仕事の報酬だからな。せっかく報酬を支払っているというのに、去られるのは困るだろう？」

　くすくすと笑って、ぷつんとブラウスのボタンが外される。

　理香は思わず、ぱっと彼の手を掴んだ。

「だ、だめ！　ここは……」

　事務所だ。いつ人が訊ねてくるかもわからない、そんな場所では困る。

　しかし剣持は意地悪な笑みを浮かべるだけだった。理香の手を掴み、グイと上に上げてしまう。

「俺が欲しい時に貰う。そういう約束だろう？」

「そ、そんな約束はしてないです！　私は、ただ……あっ」

　理香の手を掴んだまま、片方の手で器用にボタンを外してしまう。着崩れたブラウスの隙間に、剣持は大きな手を差し込んだ。

　ブラに覆われたまるい胸を柔らかく包み、剣持は理香の首筋にキスをする。

「ふ……っ」

　ちゅく。ちゅ。

　首筋に吸い付き、ちろちろと舐め、理香はゾクゾクと体が粟立った。

　剣持の手がまさぐるように胸を揉み、ブラの上から頂の辺りをきゅっと摘まむ。

「ん、んんっ」

　顔を真っ赤にして羞恥に耐えていると、剣持が耳元で囁いた。

「俺にとっては、どんなに破格の報酬を積まれたとしても、『これ』以上はない」

　理香はその言葉にふるりと震えた。

　まるで、嬉しいと頭が理解する前に、体が喜んでいるみたいだ。顔が赤くなっている。

「理香。俺は、何よりも君が欲しい」

「剣持……さん」

「理香」

　くちゅりと濃厚に唇を重ねる。抵抗しようとしていた腕が、みるみると力を失っていく。

（どうして……ここは事務所なのに。こんなところじゃ、嫌なのに）

　自分を欲しがってくれるのが嬉しい。剣持に求められると、応えたくなる。

　彼が好きだからそう思うのだろうか。

　でも、剣持が自分と同じくらい好いてくれているとは限らないのに。

　苦悩しながら、それでも、理香は剣持の口づけを拒むことができない。

　報酬だから？　否、違う――

　拒みたくない。ここがどんな場所でも、そう心が訴えている。

「ん、っん、剣持さん……」

　一体、何度キスを交わしただろう。あまりに気持ちが良くて、理香の頭がぼんやりとしてきた。その時、剣持は理香の腰を両手で掴む。そしてグッと持ち上げて、剣持の足の間にすっぽりと収めてしまった。

「え……きゃっ!?」

　理香の後ろに座る剣持は、ぷつぷつと理香のスーツの上着とブラウスとボタンを外してしまった。そして、後ろから大きな両手で胸を包み込む。

「あ、ぁ」

　ぎゅっと力を入れたり、重さを確かめるようにふかふかと胸をゆらしたり。

　自在に胸の形が変えられて、理香は恥ずかしさに唇を噛みしめた。

「こら、声を我慢するな」

　耳元で囁き、ついでのようにぱくっと耳朶にかみつく。

「はっ」

　思わず理香が声を出すと「いい子だ」と甘く言われた。

「理香は俺の腕の中で、甘く啼いていればいい」

　下から上にブラがずらされる。押し出されるように顔を出した胸はまろみがあって白く、赤い頂はツンと硬く尖っていた。

　剣持は双方の胸の頂を両手で摘まみ、くりくりと指の中で転がす。

「あっ、ぁ、ァん」

　体はもう、その悦びを識っていた。覚えていた。

　理香の中にある官能は一気に咲きほころび、体は素直に快感のシグナルを脳に伝える。

「もう、硬くなっているな。キスがそんなに気持ちが良かったのか？」

　ちく、ちゅく。

　理香の首元に吸い付き、チロー、と舌が首筋を伝う。

　ぞくぞくした感覚は震えるほどの快感で、理香の胸の頂はいっそう硬さを帯びた。

「コリコリだ。理香はここをいじられるのが好きなんだな」

　耳に、ダイレクトに聞こえてくる、いやらしい声。

　理香は首を横に振った。素直に認めるのがとんでもなく恥ずかしかった。

　すると剣持の指が一層大胆になる。きゅっと頂を抓り、指を細やかに動かしてカリカリとひっかき、頂をつついたまま、くるくると円を描いた。

「あっ、ァ、ぁん！」

　たまらなくなって、理香は声を上げた。

　気持ちいい。本当はとても気持ちがいい。それを口にするのは恥ずかしい。

　だが、剣持はそれを許してくれない。

「そんなにも認めたくないなら、こちらを向いてみたらどうだ？」

　挑発的に言われて、硬くなった胸の尖りを擦られる。このままではジリ貧だと判断して、理香はゆっくりと姿勢を変えた。

　剣持と向かい合わせになる形で座り直そうとすると、剣持は無理矢理、理香の太ももを片腕で抱えた。そして、剣持の両足をまたぐように座らされる。

「やっ、この体勢、恥ずかしい……！」

「理香は恥ずかしがり屋だな」

「私だけじゃなくて、誰でも、あぁっ！」

　文句を言う理香の腰を片手で支え、剣持はその赤い尖りをペロリと舐めた。途端に甘い嬌声が上がって、理香はイヤイヤと首を横に振る。

　チュ、ちゅう。

　普段仕事をしている事務所でありえない淫事。誰にも言えないふしだらな行為。

　あまりに倫理から外れていて、今の時間はいけないと感じる。

　だめ、感じちゃだめ。こんなところで気持ちよくなるなんて、間違ってる。

　そう思う自分がいるのに、剣持が胸の尖りを舌でやわらかに転がすたび、耐えきれない声が出た。

　それは甘くて、卑猥で、淫靡な声。

　発情した雌の啼き声。

「あっ、イヤ、ん、だめぇ……」

　剣持は硬くした舌先でチロチロと赤い頂を舐めた。それは可哀想なほどに硬く窄まっていて、舌でいじられるたびに抗えない性感が理香の理性を潰しにかかる。

「理香」

　催促する剣持の声。

　それでも理香が歯を食いしばって耐えていると、くすくすと笑い声が聞こえた。

「まったく、懸命に抵抗をして」

　そう言って、剣持は理香がまたぐ足を大きく開いた。

　自然と、理香の足も広がる。タイトスカートがまくり上げられて、白いショーツが露わになる。

「やっ……！」

　恥ずかしくて、スカートを押さえてなんとか隠そうとするが、もう遅い。

　剣持はショーツのクロッチに指を伸ばした。カリ、と優しく秘裂を擦られ、ビクビクッと理香の体が戦慄く。

「素直な理香の体は、ここも好きなようだな」

　クク、と意地悪な笑い声を立てながら、剣持の人差し指がいたずらに動く。ショーツ越しに何度も秘裂を上下にたどり、時折、小さな秘芯をさぐるみたいにクリクリと指の関節を動かしていじられた。

「は、はァ……ん」

　ちゅる。ちゅく。くちゅ。

　舌で胸の尖りを転がされ、指は尤もよわい秘芯を指の腹でひっかき、理香の理性はますます溶かされていく。

　ここがどこなのか。こんな行為をしていい場所なのか。

　そんな大切なことまでが、剣持の愛撫によってうやむやになっていく。

「理香」

　剣持が甘い声色でその名を呼ぶ。

　もう、理香は口を閉じることができなかった。快楽に身を委ね、発情した喘ぎ声をあげながら、その瞳を潤ませた。

「ン、ふ、ぁ……きもち……い……」

　体を震わせて言葉を口にすると、剣持はくすりと笑い、唇の端をニヤつかせた。

　そしてショーツのクロッチをずらすと、とろとろにしたたる蜜口に人差し指を差し込んだ。

　ぐりぐりと膣壁を擦る感覚に理香の体はびくんと反応する。

「あぁ……っ、ああ！」

　バランスを崩しそうになる理香の体を片腕でしっかりと支えて、剣持はそのごつごつした節ばった指を動かし、関節を曲げ、その膣内をかきまぜる。

　ぬちゅっ、ぐちゅ。ぬちゃ。

　胸の愛撫やキスとは比べものにならないくらいの、いやらしい音。

　理香の体はすっかりできあがっていた。後は今か今かと、彼のものを待ち受けるだけの膣内が、くちゃくちゃと切なく蜜を潤ませている。

　そんな理香の体をじらすように、剣持の指は甘く優しく、理香の中を蹂躙する。

「はっ、は、ぁあ、そんなっ、うごかさないで……っ」

「すごいな。指を動かすたびに蜜があふれ出ている」

「や、意地悪！　そういうこと、言わないで」

　快感に息を切らす理香は、たまらなくなって剣持の首に抱きついた。

　もう、守るべきプライドも体裁もない。

　ただ、これ以上の醜態はさらしたくない――それだけの気持ちで、理香は迫り来る快感に耐えようとする。

「ふふ、可愛い理香。指一本では足りないだろう。素直に気持ちを言えたごほうびに、もう少しいじってあげようか」

「え？　……ひゃ、ぁああっ!!」

　首にしがみついていた力が一層強くなり、理香は体中を戦慄かせた。

　蜜口に入る指が二本に増える。

　狭い膣内をぐりぐりとこじあけ、交差するように動かした。

「はっ、は、っはっ、アッ」

　彼の持つ杭ほどの太さはないけれど、この、膣内を這い回るような感覚は指でしか味わえないものだ。

　複雑な動きをするものが、狭い膣内をぐちゃぐちゃにいじる。それはまた新しい快感で、理香は腰を浮かせて息を切らせた。

「あん、あ、っ、んんっ、だめ！　それ……きもちいいから、だめええ！」

「気持ちいいなら、構わないだろ」

「だめなの！　だって、おかしく……ンッ、な……っ」

　首を横に振って理香は訴える。だが、そんな言葉は剣持の気持ちを昂ぶらせるだけだ。

　彼は眼鏡の奥にある瞳を細め、うっそりと昏い笑みを浮かる。

　そして、理香の胸の頂に口づける。

「あンっ！」

「おかしくなればいい。ほら、この事務所の中でいらやしく啼くといい」

「いや、いや、だめなの。んんっ」

　理香の性感を煽るように、ちゅっ、ちゅ、とわざとらしく音を鳴らせて、剣持は赤い頂に吸い付いた。ちろちろと舐めて、二本の指はぐちゅぐちゅと音を立てて抽挿する。
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「いやぁ、だめぇ、んん……っ、ア、ぁああああっ！」

　その時は一瞬にして理香の理性を刈り尽くす。

　波に浚われるように、あるいは大風に体が持って行かれたみたいに。

　ある意味暴力的で。だけど今までに経験してきたどんなものより気持ちが良くて。

　理香の頭の中はまっしろに染まった。視界もしろくかすんで、ただ、性の快感だけが理香のすべてを支配する。

　理香の官能が爆ぜたあと、力はみるみると失い、くたりと剣持の体に倒れ込む。

　くすりと笑った剣持は、理香の頭に鼻を埋めて頭頂部にキスをした。

「はあ、君はたまらないな。さて、続きといこうか？」

　くちゅくちゅと、次のステップを誘うように、理香の蜜口を軽くいじる。

　続き？　……続きって、なんだろう。

　働かない脳みそで、未だ止まぬ快感に喘ぎながらぼんやりと考えた時、ふいに壁時計がポーンと音を鳴らした。それは午後四時の知らせで、理香の頭はパッと素面に戻る。

「だっ、だめ！　もうだめ！　ここは仕事をするところなんですっ！」

「ああ、もう少しだったのになあ。惜しかった」

「惜しかったじゃありません！　もうバカバカ！　バカー！」

　ひとときは快感に身を任せた時点で理香も同罪であるのだが、その事はさておき、理香は八つ当たりのように剣持の胸を叩く。

　彼は心底楽しそうに笑って、拳を握る理香の手を掴み、その唇に口づけた。

「ん、んっ！」

「じゃあ、続きは今夜にしよう」

「……うっ!?」

　口元で言われて、理香の体はびしっと固まる。

　すると剣持は下から上目遣いで理香を見て、にんまりと唇の端を意地悪に上げた。

　彼の眼鏡のレンズが艶めかしく光る。

「このままおあずけにするつもりか。俺の報酬は何だったかな？」

　そう言われてしまうと、理香が言える答えはひとつだけだ。

「わたし……です」

　しょんぼりと目じりを下げて言えば、クックッと笑われた。

「素直でよろしい。夜が楽しみだな？」

　ぽんぽんと頭を撫でられて、理香は顔を真っ赤にして俯くのだった。

















第三章　剣持の正義と、秘めた告白。












　二月は、暦の上では春の名がつく。カレンダーなどでは『如月』との異名で知られているが、他にも『梅見月』だとか『仲の春』とも呼ばれている。

　なんとも雅な名称だと理香は思うが、はっきり言って、今は春の到来など全く実感できないほど、極寒である、

　マフラーをきつく巻いた理香は、病院に行く足で花屋に寄り、花束を注文する。

　空を見上げれば、その日は冬晴れで、青空が見えている。しばらく雪や曇りの天気が続いていたので、今日は絶好の見舞い日和りと言えるだろう。

「替えの着替えと、新しい小説と、小物一式。忘れ物はないよね」

　改めて紙袋の中を確認して、理香は早足で歩き出す。

　病院の近くにはショッピングモールがあって、そこはバレンタインデー一色に染まっていた。冬風にたなびくノボリはバレンタインのデザインで統一されていて、どの店でもバレンタインを意識した看板やポスターが貼られている。

　否応なく季節感を思い起こす。バレンタインデーはこの時期の風物詩だろう。

「そろそろ私もチョコレートを用意しないとね」

　レンガ調の道を歩きながら、理香は去年のことを思い出した。確か去年は手作りに挑戦したのだ。トリュフというチョコレート菓子は簡単で誰でも作れると聞いて、それなら自分でも作れるかなと思ったのだ。

　理香は幼い頃より母親がいない。急死した母のかわりに理香を育てたのは父だった。親子ふたりで生活する中、理香も自然と料理を覚えるようになったのだが、なぜか菓子のセンスだけはゼロに近かった。

　どうも、順序を守って分量もきっちり量って、混ぜ方、泡の立て方、様々な行程を決められたとおりにやるのが非常に苦手なのだ。

　そんなわけで、去年のトリュフは大失敗だった。チョコレートを溶かす過程で油分を含ませてしまい、分離したチョコレートは全くまろやかな食感にならなかったのだ。

　それでも父は美味しそうに食べてくれたし、剣持も文句ひとつ言わず、目の前でぱくぱくと食べてくれたのだが。

「やっぱり、今年は手作りはやめよう……」

　既製品が一番綺麗だし、おいしい。真理である。

　幸い父は、食べるものに関しては制限されていない。甘い物の差し入れも許可を得ている。バレンタインデーは病院でチョコを渡そう。

　理香はそう心に決めて、病院に入る。

　面会の手続きを済ませて入院棟に移動し、父がいる個室のドアをトントンと叩いた。

　すると、理香が開ける前に、扉が開いてしまう。驚いた理香の前に現れたのは、スーツ姿の見知らぬ男性がふたりだった。

「あ、失礼します」

「いいえ……。あの、どちら様でしょうか」

　恐らく初対面であるはずだ。彼らは父の部屋で何をしていたのだろう。理香が訊ねると、顔に皺のある中年の男性は、被っていた帽子を外して会釈した。

「申し遅れました。警察の者です。江住さんから事故の事情聴取に伺いました」

「ああ、警察の方だったんですね。お疲れ様です」

　理香がぺこりと頭を下げると、彼は帽子を被り直して「では」と言って去って行く。

　彼らは警察とのことだが、制服を着ていなかった。……とすると、いわゆる刑事というものだろうか？

　そんな事を思いながら彼らを見送り、理香は改めて部屋に入る。

「お父さん、調子はどう？」

「ああ、理香。よくきてくれたね。ありがとう」

　父の怪我の具合は、まだ代わりないようだった。相変わらずあちこちが痛々しい。

「替えの着替えと、読みたいって言ってた小説だよ」

「助かるよ。世話をかけてしまって悪いね」

「このくらい何でもないよ。こっちは充電器と、新しい歯ブラシ。これでよかった？」

「うん。……ああ、花も替えてくれるのか。理香はまめだなあ」

　しみじみと父が言う。理香は「何言ってるの」と笑いながら、枯れかけた花を抜き取り、シンクで花瓶を洗った。

「お父さんは大げさだよ。それより、さっき警察の人と、どんな話をしていたの？」

　花瓶に水を汲み、買ってきたばかりの花を挿しながら訊ねると、父は「ああ」と思い出したように言って、片方の手で顎を撫でた。ちなみにもう片方は、未だ肘から先がギプスで覆われている。

「僕が電柱にぶつけてしまった事故なんだけどね。あれは、長時間『あおり運転』で嫌がらせをされ続けた結果、僕がハンドル操作を誤ってしまったんだと、お伝えしたんだよ」

「待って。煽り運転？　そんなことがあったの？」

　初めて知った事実に理香は目を丸くする。

　父は神妙に頷いた。

「事故のあった日。僕は高速道路を使って移動していたんだ。その時、追い越し車線を走る車が本線を走る僕の前に、車間距離も守らず目前に飛び出してきた。かと思えば後ろに回って、ギリギリまで距離を詰めたり……そんな嫌がらせをされ続けたんだ」

「そ、それは怖かったね」

　自分だったら恐怖のあまり、パニックになったかもしれない。ぞっとした怖さを感じた理香が言うと、父も当時のことを思い出したのか、眉間に皺を寄せた。

「とにかく、あまりにしつこくてね。僕は途中で高速道路を降りることにしたんだ。だけど、その車は僕の後ろにぴったりとくっついてきて……」

　困ったように、父はため息をつく。

　とにかくその車は、執拗に父の車を追いかけ回したのだ。無茶な割り込みをしたり衝突寸前まで車間距離を詰めたり、迷惑極まりない運転を続けていた。

　そして、とうとう父はハンドル操作を誤ってしまった。車から距離を置こうと焦って、電柱にぶつかってしまったのだ。

「いやはや、歳は取りたくないねえ。昔はもう少し運転技術が高かったはずなんだけど」

「そんなにしつこく嫌がらせされたなら、若い人だって焦るよ。それで、警察はお父さんの話にどう返したの？」

　理香が訊ねると、父は穏やかに答える。

「実は、車に搭載していたドライブレコーダーが奇跡的に無事だったんだ。そのことを話したら提出して欲しいと言われたよ」

「そういえば、最近つけてたね！」

「今のご時世、何があるか分からないからね。記録はつけておくに越したことはない。まあ、早速役に立つとは思わなかったけどね。ははは」

「笑ってる場合じゃないよ～。本当に心配したんだからね？」

　花瓶を飾って、理香は横目で父を睨む。彼は「そうだね」と言って、包帯だらけの頭に触れた。

「本当に昔から、理香には心配をかけてばかりだな」

「そうかな？　そんなに私って心配性？」

「僕が独立する時にえらく心配してたじゃないか。それに、出張先で台風に足止めを食らって帰る日が延びた日、理香は玄関で寝てただろ？」

「あ、あれは、待ちくたびれて寝てたの！　別に心配なんかしてなかったし」

　昔を思い出した理香が顔を赤くして文句を言うと、父は楽しそうに笑う。

　そして軽く息をつき、顔を横に向けて窓を見た。

「……事務所のほうは、どうかな。剣持君は無理をしてないかい？」

「全然。いつもどおりの自信家ぶりで、サクサク仕事をしているよ。あんな過密スケジュールでよく動けるなあと感心するくらい」

　理香は父を安心させるように、明るく言った。

　実際のところは、あまりの多忙さゆえに、彼の持ち味である余裕さはあまりない。事務所で仕事をする時間は激減して、殆ど打ち合わせや公判で走り回っている。そして理香は彼のデスクワークを一挙に引き受けており、目が回るような日々を過ごしていた。実際目を回して、気絶するようにデスクで寝ていた日もあった程である。

　しかし、いつかは終わる。父が復帰したら全て元通り――。

　……に、なるだろうか。最近の理香は、その事で少し悩んでいた。

　父の仕事の肩代わりとして自分の体を報酬にして、もう一ヶ月ほど経っている。

　体の関係を結んでしまった剣持と、再び元の関係に戻れるのか。

　少なくとも、剣持は大丈夫そうだ。そのあたりがドライに見える。父が復帰した途端、契約終了として、あっさり終わらせてしまいそうだ。

　でも、理香を抱いている時の剣持は、とても甘くて優しくて、少し意地悪で、キスが執拗だ。そして、時々驚くほどの情欲を見せてくる。

　報酬という言葉では言い表せない、裏にとても大きな感情を秘めているような……。

　理香が物思いにふけている時、父が話しかけてくる。

「剣持君にもすっかり世話になってしまったな。私が復帰したら、一度ちゃんと話してみようと思っているよ。彼なら、独立も考えているだろうし、僕も応援したいからね」

「えっ。お父さんは、剣持さんに独立してほしいと考えているの？」

　理香が訊ねると、彼は「何を今更」と笑った。

「当然じゃないか。あれほど仕事のできる有能な弁護士なんだからね。それに、剣持君にしても、僕にいつまでも義理立てするのは終わりにしないと」

　理香は疑問を感じて首を傾げた。

　剣持が父に義理立てする？　何の義理があるというのだろう。

　理香の考えていることが顔に出たのだろうか。彼は顔を動かし、天井を見上げた。

「これは、理香には話していなかったことだが……剣持君のお父様はね、政治家なんだ。剣持けんもち庄造しょうぞうって、聞いたことがあるだろう？」

「剣持庄造って、過去に法務大臣を務めた経験もある、あの人？　今は現役引退して、大学で教鞭を振るっていると聞いたことがあるけど」

　一時期はメディアでよく顔を出していた大物政治家だ。テレビの討論会で自らの主張を口にする時はビリビリした威圧感を放つくせに、ひょうきんでお茶目な部分もあって、趣味がフィギュア集めという一風変わったコレクターの顔を持っていた。

　子どもなりに、何となく感じのいい政治家だったと覚えている。

　しかし、大物政治家が親だとしたら、剣持はいわゆる良家の子息なのだろうか。確か、何かの記事を読んだ際、剣持庄造は華族の流れを汲む財閥の出だと書かれていた。

　剣持は全くそんなそぶりを見せなかったから、意外さに驚く。身のこなしや仕草ひとつに洗練されたものは感じていたけれど、ここまで名のある家の出自だったなんて。

「理香が小学生のころだったかな。僕は、世間を騒がせた汚職事件で、容疑者として検挙された剣持さんの弁護を担当したことがあったんだ」

「お父さんが、剣持さんのお父さんの弁護を？」

　これも初めて聞く話だ。しかし剣持元法務大臣の汚職事件は、理香もおぼろげに覚えている。

　当時、これでもかという程の証拠が挙がって、メディアはこぞって剣持庄造をこき下ろして叩いた。多くの民衆が剣持を犯人だと決めつけて、状況はどこから見ても不利だった。弁護士は自分のキャリアに傷がつくのを恐れて、だれひとり手をあげなかったらしい。……理香の父を除いて。

「彼は側近に裏切られて、濡れ衣を着せられていたんだ。やがて動かぬ証拠も見つかって、無罪を訴える剣持さんの主張が認められた」

　けれど、と父は苦い表情を浮かべる。

「その側近がね、弁護士の中で一大派閥と呼ばれていた組織の、割と高い地位にいる人だったんだよ。僕は彼らにすっかり嫌われてしまってね。クライアントも激減したし、悪い噂も流された。きっと、剣持君はその事を負い目に感じているんだと思う」

　自分の父親を助けたばかりに、弁護士という狭い世界でつまはじきにされてしまった理香の父。当時小学生だった理香の年齢を考えれば、彼は中学生くらいだろう。責任を感じていてもおかしくない。

「でも、今はこのとおり、悪い噂もすっかり消えた。時間が、不満やわだかまりを解消したんだろう。だから僕はね、剣持くんにも過去にとらわれずに自分の道を歩んでほしいと思っている」

　父は穏やかに理香を見つめた。

「僕が退院したら、改めてそのことについて話したいんだ。剣持君は、自分で事務所を持ち、後輩を指導する実力はすでについている。いつまでも、僕の事務所にいていい人じゃない」

　それが実力をつけた現役弁護士としてあるべき姿だと。

　後発弁護士の導き手となるべきだと。

　実際に剣持を拾って、彼をサポートした父が言っている。

　その気持ちはわかる。でも……と、理香は俯いた。

　剣持が独立したら、彼とは離ればなれになる。その事実が胸を刺すように痛い。

「よかったら、理香からも言っておいてほしい。剣持君は、おまえには心を許しているようだからね。理香が背中を押してあげるといい」

　父の言葉に、理香は「うん」と頷くしかできなかった。

　心あらずといった様子で、花瓶に生けたばかりの花束を、ぼんやりと見つめた。






　独立、か……。

　コンビニで購入したスイーツと缶コーヒーを携え、理香はとぼとぼと元気のない足取りで、帰り道を歩いていた。

　剣持の独立なんて、話半分に考えていた。いつまでも三人のまま、あの事務所でやっていくのだと思っていたのだ。

　しかし、何事も永遠なんてない。終わりは必ずくるのだ。理香の母親のように、別れというものは突然訪れる。

　だが、身を以て経験したとしても、その真理を理解していても。

　寂しいという気持ちは止められない。だけど、剣持がその未来を望むのなら、理香に口出しする権利はない。

　理香は弁護士ではないし、彼の人生は彼が決めるものだから。

「私から背中を押せって言われてもなあ……」

　困ったようにため息をついて、理香は空を仰ぐ。空は晴天の青さに彩られていたが、冷たい冬の風が鼻にしみて、くしゃみをひとつした。

「とりあえずは、今の忙しさをどうにか克服してから考えよう」

　事務所に帰れば、山積みになった仕事を片付けなければならない。

「まったく。何が、自分の仕事はセーブする、よ。滅茶苦茶普段通りに依頼を受けているじゃない。あれこれ処理する私の立場にもなってよね」

　そう。剣持は父の仕事を肩代わりしながらも、全くいつも通り、自分の仕事もしているのだ。スケジュールが過密になってしかるべきである。

　多忙な彼に代わって旅券を取り、様々な資料の草書を作成し、役所に赴き、ＦＡＸを送り……理香の手がける仕事は果てしない。というより、これでは完全に剣持の秘書だ。

　ふたりきりであることをいいことに、理香は剣持にこき使われている。

　だが、それはそれで充実した日々を感じるというか、頼りにされるのは嬉しいというか。

　しかし忙しいことに変わりはないので、早く落ち着きたいと思う。

　物思いにふけながら歩いていると、ようやく事務所が見えてきた。

　まずは買ったばかりのコンビニスィーツを食べて、一息ついてから仕事をしよう。そんな風に考えていると、事務所の入り口を通せんぼをするように、デンと目立つスポーツカーが鎮座していた。

　赤い高級車。見忘れるはずもない、あれは――

「城内舞香さん。こんなところで何をしているんですか？」

　エレベーターの前でうろうろしていた彼女を見つけ、理香は不審さに眉をひそめ、声をかける。後ろを向いていた彼女は驚いたように肩をすくませ、振り向いた。

（なんだろう？　妙に焦ってるような……）

　理香の気のせいだろうか。城内は理香を見ると強気な目で睨み、威圧的に腕を組む。

「剣持君に用事があって来たのだけど、事務所が留守だったから待っていたのよ。全く、待機している事務員ひとりいないなんて呆れるわ。どれだけ零細事務所なのよ」

　いきなり言いたい放題である。

　理香はため息をつきたい気持ちを抑えて、無表情を保った。この人がどれだけ大物弁護士であろうと、礼儀に欠いた態度はいただけない。

「あなた、この事務所の事務員なんでしょ。それなら、私に教えなさい。ここの所長は、剣持君をどんな待遇で引き留めているの？　違法なことをしていたら許さないわよ」

「違法なことって……。別に特別な待遇なんてしてないですよ。彼、うちのノキ弁ですから。言葉のとおり、事務所を間借りしてるだけの弁護士なんです」

　剣持から聞いた、城内が提示する待遇を思い出す。大企業の役員の座、相談役、そして破格の講演料。もらえる金額だけで見れば、誰もが手をのばしたくなる条件だ。それなのに剣持は絶対に城内の事務所に下ろうとしない。それが城内にとって不満なのだろう。

　理香の言葉を聞いて、城内はフンと鼻を鳴らした。

「そんなの道理に合わないじゃない。ノキ弁でいたいならそれでもいいわよ。でも、うちの事務所を使えばいいでしょう。それなのにいつまでたっても剣持君は首を縦に振らない。絶対何かあるんだわ。違法をしていないなら、脅迫という手もあるわね」

「うちの所長は、違法も脅迫もしません。どうして剣持さんが自分の意思でここにいるんだと考えられないんですか？」

　ムッとした理香が反論すると、城内は組んでいた腕をほどき、拳を握って怒りを露わにした。

「おかしいじゃない！　ウチとこんなボロ事務所、どう考えてもウチのほうが実績も規模も上だわ。移動しない理由がないのよ。それなのに、剣持君は何度聞いてもここに居座る理由を教えてくれない。それなら、脅されていると考えてるほうがスマートでしょう？」

　自信満々で言い切る城内に、理香は顔をしかめた。

　何を言っているのだろう、この人は。

　実績？　規模の大きさ？　法律事務所はそんな定規ではかるものではない。

「名声や、事務所の大きさなんて関係ありません。うちには、うちにしかない実績があります。それは、あなたの事務所と比べるようなものではないんです」

　理香が強気に眦をつり上がらせて言うと、まさか自分に反論するとは思っていなかったのか、城内は少しひるんだように体を引かせた。しかし、すぐにムキになって言い返す。

「私のところはね、有名すぎてまともに相手しきれないくらいの依頼が毎日くるの。仕方なく、案件を絞って請け負っているくらいなんだから。剣持君ほどの腕があるなら、うちで働くほうがよほど人のためになるでしょ」

「案件を絞るなんて……。だからあなたは、メディアが取り上げるような話題性のあるものや、著名人、大企業の弁護など、名声に繋がる案件しか請け負わなくなったということなんですか？」

　理香も負けじと言う。すると、城内は開き直ったようにせせら笑った。

「ええそうよ。格式の高い事務所なのだから、それなりに仕事は選ぶわ。それのどこが悪いの？」

「悪いなんて言ってません。名声に繋がる案件もまた、弁護を求めている人がいるということなんですから。でも、うちは違います。ここはたとえ名声に繋がらなくても、報酬が少なくても、そこに困った人がいたならみんなに手を差し伸べるんです。それが、江住法律事務所なんです！」

　規模は小さいだろう。働く弁護士だって少ない。大手に比べれば、吹けば飛ぶような事務所だ。だけど、譲れないポリシーだけはある。それは理香の父、江住所長が持つ信念だ。

　かつて大物政治家の弁護に立ち、見事無罪を勝ち取った父。

　だけど彼は、その栄光にしがみつかない。名声を勲章のようにしてひけらかさない。

　なぜなら、父にとって名声とは、さほど重要なものではないのだ。

　困っている人がいたから手を差し伸べた。全ての動機はこれだけだ。報酬も、話題性も関係ない。

「離婚調停に借金の整理、自己破産の手続き。そんな、誰でもできるような仕事をちまちま引き受けて何を偉そうに言っているのかしら。剣持君が可哀想だわ。彼はもっと、世のためになるような弁護をするべきなのよ」

「剣持さんはこの事務所で、いつも真剣に仕事をしています。あなたが言う、誰でもできるような仕事を今も一生懸命やっています。だってそれは、誰かがやらなくちゃいけない仕事なんですから。すべて、立派に世のためになっています！」

　誰にでも、引き受けたくない弁護はある。話を聞かない依頼者、反省をしない依頼者に、愚痴を言いたくなる時もある。

　けれど、江住法律事務所はこれからも、小さな困り事を解決していくのだ。

　彼らが、胸にひまわりの花と天秤を携える限り。公平かつ誠実に。

　理香が啖呵を切ると、城内はわなわなと唇を戦慄かせた。そして、キッと理香をにらみつける。

「一介の事務員が弁護士を語らないで！　でも、そこまで言うなら、この零細事務所にはしっかりと知らしめてあげるわよ。いかにここが無力で、羽虫のように叩き潰されるだけの存在だということをね――」

　その時だった。カツンと革靴の踵を叩く音が聞こえたのは。

「なかなかに、悪役らしい台詞がサマになってるな、城内」

　皮肉げに放たれた言葉。理香と城内は、同時に横を向く。すると事務所の裏側から現れたのは、剣持だった。

「剣持さん……」

　理香が目を丸くしたところで、城内がムッとした顔をする。

「ちょっと聞き捨てならないわね。悪役ってなによ、悪役って」

「言葉の通りだ。自覚してないようなら早々にその口を直しておくといい。いつか、その口が災いを呼ぶかもしれないぞ」

　有名なことわざだ。口は災いの元――。城内はいらいらした様子で口を閉じる。そしておもむろに腕時計を確認した。

「……私は忙しいの。そろそろ時間だから、失礼するわ」

「おや。俺に会いにきたんじゃないのか？」

「ええそうよ。でも、もうタイムリミット。こちらのお嬢さんにも邪魔されたし、今日のところはお暇させてもらうわ」

　城内はくるりときびすを返して、カツカツと赤いスポーツカーに向かって歩いて行く。その背中に、剣持は楽しげに声をかけた。

「忘れ物だ」

「……は？」

　城内が足を止め、煩わしげにこちらを見た。

　なぜだろう。腕時計を見てから、城内が焦っているように見える。

（そういえば、ここで城内さんを見つけた時も慌てているようだった……）

　理香が疑問を覚えている間に、剣持はクイと、親指で城内のスポーツカーを指さす。

「ソコに繋いでおいたぞ。ちゃんと持って帰るといい」

　理香と城内は、スポーツカーに目を向けた。

　それは一見何でもない、ただの車である。しかし、車の裏側から男性の低いうめき声が聞こえた。

「え!?」

　城内は慌てて走り出す。理香も気になってスポーツカーの裏側に回ると、そこには見知らぬ若い男性がアスファルトの上に座っていた。

　その手首は手錠でガッチリとサイドミラーに繋がれている。

　唖然とする城内に、剣持が後ろから笑いまじりで言った。

「ああその手錠の鍵。トランクの上だよ」

　城内が慌ててトランクを見ると、そこには銀色の小さな鍵がちょこんと置かれていた。

「い、いつのまに、こんな事を！　大体こんな手錠、どこで手に入れたのよ！」

「理香に使おうと思って買っておいたんだ。意外なところで役にたったな」

「ちょっ……やめてくださいよ!?」

　理香が目を剥いてわめくも、剣持は勝ち気な表情で城内を見ている。

「あんたが理香と話している間にな。そこの兄さんが、江住所長の車上荒らしをしていたから捕まえた。そうしたら自己保身からか、ペラペラと勝手に話してくれてな。非常にためになる話を聞かせてもらったよ」

　ニヤ、と剣持の笑みが深まる。かつて無いほど城内の表情がひきつった。

「この男は、あんたが事務所で飼ってる新人弁護士だ。わざとこいつに、胸くそ悪い依頼ばかりを押しつけて、精神的に追い込んだ。まともな弁護がしたければ、言うことを聞けと脅した。……その結果が、これだ」

　手錠で繋がれた男は、力を無くしたようにうなだれていた。剣持に捕まった時点で、自分は終わったと悟ったのだろう。全てを話したのも、自暴自棄の結果なのかもしれない。

「江住所長の車からドライブレコーダーを盗む。……誰もしたくないよな。こんなことをするために司法試験に臨んだわけじゃないよな」

　剣持が、穏やかにも見える表情で、静かに城内へ言う。だが、その瞳はこの寒空のように冷たく、凍えるようだった。

「あんた、自分のやってることがどれだけ最低なことか、わかっているのか？」

「う、煩いわね！　こいつが何を言ったかは知らないけれど、たとえ会話を録音していようが……」

「ああ、安心しろ。録音なんてしていない。そんなことをしたら、城内は間違いなく全ての責任をこいつに押しつけるだろ。それじゃ、あまりに救われない」

　そう言って、剣持は歩き出し、トランクの上に載せられた鍵を手に取った。そして男の前で膝を折り、カチリと手錠を外す。途端に城内が慌てた声を上げた。

「あ、あなた……何を……っ」

「悪かったな。城内がしらばくれると困るから、あんたを利用させてもらった。窃盗を失敗した時点で、あんたは城内の事務所にはいられないだろう。だから、逃げるといい」

　自由を手にした男は、アスファルトに座ったまま、目を丸くして剣持を見上げた。

　彼はそんな男に手を伸ばし、立ち上がらせる。

「行く当てがないなら、うちで面倒見てやってもいいぞ。薄給な上、どこぞの大物弁護士が言うように、誰でもできるようなつまらない依頼が多いけどな」

　意味深に、剣持は城内を横目で見た。彼女は顔を真っ赤にさせてわなわなと拳を握る。

　男は剣持と城内を交互に見ると、ぺこりと頭を下げた。そして無言のまま逃げていく。

　理香はそんな男の後ろ姿を見つめてから、剣持に問いかけた。

「あ、あの、剣持さん。さっきの人は、どうしてお父さんのドライブレコーダーを盗もうとしたんですか？」

「それは簡単な話だ。ドライブレコーダーに都合の悪いものが映っているからだよ。城内舞香が江住所長の車を執拗に追いかけ回した、あおり運転の証拠がな」

　ふ、と剣持が目を細めた。

「え……」

　理香は、信じられないものを見るかのように、城内を見る。彼女は苦々しく顔をゆがめ、自分の腕を掴んだ。

「城内は前から執拗に俺を引き入れようとしていた。しかし、事務所まで押しかけたのには理由があったんだ。事が明るみになる前に、一刻も早く俺を江住事務所から遠ざけたかったんだよ。あのバカみたいな破格の待遇は、そのためのエサだ」

　今のままでは、いずれ誰があおり運転をしたのかという真相が明らかになるだろう。それは時間の問題だった。だから城内は、江住事務所の中で一番頭の切れる剣持をうまい話で釣ろうとし、そして動かぬ証拠となるドライブレコーダーを子飼いの新人弁護士に盗ませようとした。

　全て、自己保身のため。

　理香の頭が一気に爆ぜる。端的に言えばぶち切れた。怒りをにじませて城内に詰め寄り、かつてない怒り声で彼女をなじる。

「どうして……どうして！　あんなに危険な運転をしたんですか！　高速道路であおり運転なんて、一歩前違えたら父どころか、あなただって危ないのに。それに何より――」

　理香の頭によぎるのは、幼少の頃に泣いた自分。

　助けたいのに何もできなくて、小さくて無力な手が悔しかった。

　最後のお別れがなかなかできなくて、父の胸で泣いた、辛くて悲しい過去。

「大切な命を……失ったかもしれないんですよ？　あなたも弁護士をしているなら、危険運転でどれだけの人が犠牲になっているか、知っているでしょう……？」

　あまりに理香が悲しそうな顔をしたからだろうか。

　城内が生唾を飲んでひるむ。理香の肩を、剣持が優しく抱き寄せた。

「理香の母親はな、交通事故で亡くなったんだ」

　城内の目が見開いた。危険運転にここまでの過剰反応をしたのは、それが原因だったのだ。理香は、父が事故に遭ったという話を聞いた時も、気を失いそうになっていた。

　母ならず父までも亡くしてしまうかもしれない。その恐怖は計り知れないものがあっただろう。

　ばつが悪そうに、城内は下を向いた。そして、ぎりりと唇を噛む。

「だって、腹が立って仕方が無かったのよ。剣持君はいつまで経っても、この事務所から出て行ってくれない。それならと、江住法律事務所にいい依頼がこないように根回ししたのに、全く気にした様子はなく、チマチマしたつまらない仕事ばかり請け負ってる」

　城内は、剣持が出て行かないなら事務所ごと潰そうと、裏で嫌がらせをしていたのだ。しかし父はマイペースに自分の仕事をしていた為、城内は思い通りにならない江住所長に苛立っていた。

「そんな時、高速道路で彼の車を見かけたのよ。それで……つい、カッとなって」

　執拗に追いかけ回した。相手がスポーツカーでは、普通の乗用車を運転していた父は逃げようがなかった。

　しかし城内は、突然慌てたように弁解を始める。

「でも、私……彼をあんな風に傷つけるつもりはなかったのよ！　ちょっと脅かしてやろうって、それくらいの気持ちだったのに、あの人、勝手に電柱に突っ込んだの。悪いのは、江住の運転技術の下手さなんだから！」

　それは理香すらも呆れるほどの、自己保身。自分が悪くないだなんて、どの口が言えるのだ。そもそもあんな風に父を煽らなければ、こんな大事故には繋がらなかったのだ。

　再び怒りに火がついた理香が口を開こうとすると、剣持は優しく、その口を手で覆った。

「しかしドライブレコーダーが無事だったのは、想定外だったんだろう？　あんたの目から見ても、車は大破していたんだからな」

　剣持はひどく冷静な目で城内を見ている。彼女は悔しげに「そうよ」と頷いた。

「ボンネットとフロントガラスが潰れていたから、大丈夫だと思った！　それなのに、ドライブレコーダーが無事だなんて、どういうことよ！」

「全く。保身のためなら盗聴も辞さないとは。落ちたものだな、城内舞香」

　ふ、と剣持は笑う。その言葉を聞いて、理香はようやく思い至った。

　彼女は、父の病室を盗聴していたのだ。そして警察の事情聴取を聞き、ドライブレコーダーが無事であることを知った。

　だから慌てて回収に向かったのだ。新人弁護士に手を汚させて。

　剣持はクク、と意地悪な笑みを浮かべる。そして城内に言い放った。

「残念だが、ドライブレコーダーはすでに提出済みだ。車が戻ってきた時に、俺が一通り点検して、あらかじめ外しておいたんだよ」

「……くっ」

「さっきの男は、ありもしないドライブレコーダーを必死に探していたから、捕まえるのも楽だった。全く、金儲けに夢中になって、頭の中身は日和ったか？　俺が証拠を見過ごすとでも？」

　城内はギッと唇を噛んだ。それが本性の顔とでも言うかのように、ぎらぎらと剣持を睨んでいる。

「俺はな、自分の意思で、ここにいる。俺は、あんたのやり方には賛同できない。メディアに顔を売り、勝てると誰もが分かる弁護や、報酬の高い仕事しか受けない。そんな、一部の人間しか救われないやり方は、俺の尤も嫌う稼ぎ方だ」

　はっきりと拒絶を口にされ、城内の顔は歪んだ。

　おそらくは、剣持が欲しい――その気持ちは本当だったのだろう。何度も声をかけ、彼が所属する事務所を潰そうとして、最後には苛立ちに人ひとりを大けがに追い込むくらいには、欲しがっていたのだ。

　たぶん、きっと。城内は新人弁護士のころから剣持が好きだった。

　しかし彼に気持ちは通じなかった。弁護士のあり方が、険しい谷のように隔たりがあったから。

「俺はもちろん、江住所長の弁護に立つつもりだ。だから、次にあんたと会うのは公判前かな？　せいぜい、腕利きの弁護士を雇うといい。俺に勝つつもりがあるならな」

　その自信家な言葉に、城内は拳を握った。そしてぐるりときびすを返し、スポーツカーに乗り込む。別れの言葉も捨て台詞も言わないまま、無言で車を走らせた。

　きっと今、彼女の頭の中は、己のキャリアと名声を守ることしかないだろう。

　しかし、カリスマ弁護士という目立つ肩書きは、時に足枷となるのだ。メディアは成功した人間をこき落とす時、容赦がない。

　剣持の父親が受けた時のように、彼女はいずれ、世間から叩かれるだろう。

　盛者必衰。因果応報。城内が築き上げた輝かしい名声は、必ず地に落ちるのだ。






　◇　　◆　　◇






　一難が去っても剣持や理香の仕事が減るわけではない。

　色々と話したいことがやまやまだったが、とにかくふたりは、いつも通り仕事をした。冬は日が沈むのが早い。夜空に星が瞬き、月が都会の街を淡く照らしたころ、ようやく理香たちは仕事が一段落して、事務所の明かりを落とす。

「今日は、うちに来い」

　事務所の鍵をかける理香に、剣持はそう短く指示を飛ばす。

「わかりました」

　積もる話もある。理香は素直に頷いた。

　剣持の車で帰る途中、デパートに寄ってデリカ食品を購入し、剣持のマンションに到着する。

　彼の部屋のリビングはフローリングが続く広いワンフロアになっていて、南側の一面が窓になっていた。高所だからか非常に見晴らしがよく、都内の美しい夜景が一望できる。

　そんな景色を横目にソファへ座って、剣持はデリカ食品をガラスのローテーブルに並べた。

　サーモンとアボカドのサラダ。クリームチーズとエビの焼き春巻き。理香がどうしても食べたいとねだってしまった、焼き鳥の盛り合わせ。

「焼き鳥、好きなのか」

　剣持がふと、訊ねてくる。理香は恥ずかしそうに顔を赤らめ、頷いた。

「焼き鳥って、単価が割高なんですよ。だからたまにしか食べないんですけど、好きなんです」

　なんだか大変所帯じみたことを言っている気がする。理香が照れながらウェットティッシュで手を拭いていると、剣持はくすりと笑った。

「なるほど、気が合う。俺も焼き鳥は好きだな」

「え、そうなんですか？　お坊ちゃんなのに？」

「お……っ、その言い方はよせ。全く、余計なことを言ったのは江住所長だな？」

　剣持は半眼で理香を睨むと、ソファから立ち上がった。そしてキッチンにあるワインクーラーからボトルを一本取り出す。

「せっかく、理香にとっておきのワインをご馳走してやろうと思ったのに。人をお坊ちゃん呼ばわりするなら、俺一人で開けてしまおうかな？」

「ああっ、ごめんなさい。ワイン、好きです」

　理香が慌てて謝ると、剣持はニンマリした笑みを浮かべ、理香の隣にポスッと座る。

「言葉だけじゃなあ。誠意が欲しいところだ」

「せ、誠意？」

「そう。態度で示してほしい」

　ニコニコして言う。態度と言われても、どうすればいいのだ。理香が困り果ててしまうと、剣持はトントンと自分の唇を指で叩く。

　それだけで、彼が何を望んでいるのかわかってしまった。

　かあっ、と顔が赤くなる。だけどこのままでは話が進みそうにない。

　理香は仕方なく覚悟を決めた。そして目をぎゅっと瞑って、剣持の薄い唇に自分の唇を押し当てる。

　馴れていないせいか、衝突するようにキスしてしまって、自分の眉間にコツンと彼の眼鏡のブリッジが当たった。

（う……。自分からキスをするって、すごく、照れる）

　たまらなくなって、理香はぱっと唇を外した。ドキドキと高鳴る胸を抑えて俯くと、剣持はクスクスと笑ってワインのコルクを開ける。

「よくできました」

「も、もう。こういうのは恥ずかしいです」

「恥ずかしいから、させるのが楽しいんだろ？」

　人の悪いことを言う。理香はぷいと横を向いた。

「剣持さんは意地悪です」

「そうかな？　これ以上ないくらい甘やかしてるつもりなんだが」

　剣持はグラスにワインをとくとくと注いだ。それは赤ワインで、ほのかに透明度のある緋色をしていた。

「これは焼き鳥に合うから、飲んでみろ」

「じゃあ……いただきます」

　理香はこくりとワインを飲んだ。爽やかな酸味と、赤ワインらしい深みのあるコク。しかしさらりとした舌触りは飲みやすく、みずみずしいフルーティさがあった。

「おいしい……」

　素直に感嘆して、理香は焼き鳥を食べる。炭火で焼かれたモモ肉は香ばしく、塩の効いた味は淡泊ながらも後をひくうまさがある。

　理香は夢中になって焼き鳥を食べてしまい、赤ワインをこくりと飲んだ。

「本当だ。焼き鳥に合いますね。こんなにも美味しいのを飲んだなんて、お父さんには内緒にしておかないと」

　理香も父も、ワインは好きだ。剣持の持つ良質なワインを飲んだと教えたら、きっと大変悔しがるだろう。

　剣持は目を細めて笑い、他のデリカ食品に箸を伸ばした。

「……江住所長の件については、申し訳なかったと思っている」

　ふいに剣持が話し始めて、理香は「え？」と顔を上げた。

「俺がもっとはっきりと彼女を拒絶していれば、江住所長は絡まれなかったかもしれない。それこそ、俺が憎まれるくらいに城内を傷つけておけば……」

「剣持さんがちゃんと断っていたのはわかっていましたし、逆恨みしたのは城内さんだった。お父さんも私も、剣持さんを責めようだなんて思っていません」

　理香が剣持の袖を掴んで言うと、彼は心なしか安堵した顔をする。

「そうか。……正直言って、理香に嫌われたらどうしようかと思った。俺のせいで所長が怪我を負ったと言われたら、俺はまったく立つ瀬が無い」

「嫌うだなんて……そんなこと。感謝してるくらいですよ。だって剣持さんがいなかったら、私、今どうなっていたか、全く想像ができないです」

　あの時、理香を助けてくれたのは間違いなく剣持だった。その報酬は驚くものだったけれど、間違いなく剣持が傍にいてくれてよかったと、心から思った。

「お父さんが復帰したら、その……報酬の話は終わりになってしまいますけど、これからもできれば、一緒に……あっ」

　そこで理香は思い出す。

　父が、剣持が独立を考えているとか、薦めたほうがいいと言っていた。

「いや！　独立したいのなら、止めないです。その時はお別れになっちゃいますけど……でも……その時は……」

　だんだんと自分が何を言ってるのかわからなくなってきた。理香がワインのグラスを両手に持ってブツブツ言っていると、剣持が不可解そうに眉を潜める。

「待て、理香は何を言っているんだ？　いや、報酬の話はわかるが、どうしてそこに独立の話が出てくる？」

　理香は父から聞いた話を剣持に伝えた。彼の父が過去、理香の父に救われていること。それに恩を感じて、義理立てし、いつまでも独立せずにノキ弁に甘んじていること。

　本当は、いつでも開業できる実力があるのだからと、父が言っていた話を。

　剣持は黙って聞いたあと、はぁ、とため息をついた。

「ああ、確かに、俺の父は江住所長に救われた。そのことに対し、恩義は感じている。だが、今の俺は本当に自分の意思であの事務所にいるんだ」

「……そうなんですか？」

「でなきゃ、さっさと独立している。俺がそこまで義理堅い人間に見えるか？」

　ニヤ、と人の悪い笑みを見せた。そう言われると、そこまで義理のある男性にも見えない。

「見えないですね」

　理香が素直に言うと、剣持は突然、肩に腕をかけて無理矢理抱き寄せてきた。

「きゃ！」

「おい。それはさすがにないだろ。そんなに俺は薄情か？」

「い、いえ、そこまではっ！　まあ、そういうこともあるかなって思ったくらいです！」

「全く生意気なやつめ。胸揉むぞ、胸」

「ひゃ!?　それセクハラっ！　セクハラですー！」

　思い切り胸を揉みしだかれ、理香はイヤイヤと首を横に振る。

「……まったく。理香も自分で言っていただろう？」

「え、私、何か言いました？」

「ああ。城内にはっきりと啖呵を切っていたじゃないか。たとえそれがどんなに小さな依頼だったとしても、弁護は誰かがやらなければならない仕事だってな」

　剣持が至近距離でフッと笑い、彼の胸元にあるバッジがきらりと光る。

「……そうですね、言いました」

　思えばなんて怖い物知らずなことを言ったのだろう。自分は一介の事務員に過ぎなく、相手は有名なカリスマ弁護士だったというのに。

　しかし剣持は、やけに嬉しそうな目をして、理香の額に口づける。

「俺も、同じだ」

「剣持さん……」

「あそこにはゆるぎない正義がある。青臭いと鼻で嗤われたとしても、俺にはそれが心地良いんだ。あの事務所にいるだけで、俺は間違っていないと自信を持つことができる。人生は捨てたものじゃないと思える」

　剣持は理香の腰を引き寄せ、その頤を摘まみ、上を向かせた。

「それに何より、江住法律事務所には理香がいる。俺がいる理由なんて、それだけで充分だ」

　ちゅ、と軽くキスをされた。理香は目を丸くする。

（私が――いるから、ここに、いる？）

　混乱する理香に、剣持はコツンと額を当てた。

「好きだ」

　それは青天の霹靂。思いがけない告白に、理香は言葉を失う。

「……え？」

　結果、間抜けな声しか出なかった。剣持はくすくすと笑って、呆ける理香の唇にキスをする。

「理香が、好きだ。三年前から、ずっと好きだった」

　今までも、笑いながら好きだと言われたことはあった。しかし完全に子ども扱いだったため、理香は冗談だと受け取り、聞き流してきた。

　しかし三年前から好きだったということは、あの言葉も、本当だったということなのか。

「父親を助けたい。その思いが、俺と似ていたからかな。俺も昔は、父の手伝いをしたいと思っていた。結局俺は弁護士の道を選んだが、高校を卒業したばかりの理香が懸命に仕事を覚えようと頑張る様は、見ていてとても微笑ましかった」

　しかし、と。剣持はわずかに目を伏せる。

「俺が君を好きになっていると自覚した時、その自覚が遅すぎたのだと気づいた。俺はすっかり君を妹扱いしていたし、君もまた、俺に対する態度は兄に対するような、親しみのあるものだった」

　今更態度を変えるのは難しい。

　あまりにふたりの関係は、温くて、優しくて。心地よかったから。

「俺は、理香に拒まれるのを何より恐れていた。避けられるくらいなら、この関係を続けよう。そう思っていた時に……」

「お父さんが、事故に遭ったんだね」

　理香が言葉の続きを口にすると、彼は頷く。

「この機会しかなかった」

　今までの関係を壊すために。そして、新しい関係を再構築するために。

　剣持は理香に、無茶な報酬を望んだ。理香が剣持しか頼る人間がいないのを理解していて、あえて非情なふりをしたのだ。

　剣持が報酬の話を持ちかけた時の、妙に冷たい態度。あれはそういう意図が隠されていた。

「理香の大事な父親の危機に、俺はなんという人道に外れたことを言っているんだと嫌になった。それでも、もう限界だったんだ。都合のいい、優しい『兄役』で居続けるのは」

　いつもの剣持なら、理香が頼る前に自分から動き、江住所長の仕事を肩代わりしただろう。だが、そこに報酬の話を持ちかけたのは、剣持の下心だ。

　彼は切なそうに瞳を揺らし、理香を抱きしめる。

「俺は、君に、男として見てもらいたかった」

　強烈に異性を意識できる――その方法は、男女の体の違いを知らしめること。

　体を重ねてつなげる。その行為が、剣持は『兄のような人』でなく『他人の男』なのだと明確にできる。理香に、剣持という男を意識してほしい。そう願ったのだ。

　しかし、理香の心はすでに決まっていた。

　想い焦がれていたのだ。それこそ、三年前から、ずっと。

「私も、剣持さんが好き。お兄さん役だなんて思ったこともない。いつも、いつも、私をひとりの女性として見てほしいって、思っていたよ」

「……理香」

　体を離した剣持がわずかに瞳を丸くした。理香は彼を見つめて、瞳を潤ませる。

「でも、私はその頃、未成年だったし、剣持さんは大人の男性だった。だから必死になって、お化粧を頑張ってみたり、服装を変えたり、いつか頼られるようになろうって、お仕事を頑張っていたの。いつか、私を……意識してほしくて」

　理香が胸に秘めていた想いを口にすると、剣持は「あぁ」と感嘆の声を出した。そして理香の手を握り、ゆっくり唇に口づける。

「なんだ。俺たちは、最初からそうだったのか」

「……ですね」

「三年も悩んでた俺がばかみたいだな。……しかし、そうか」

　剣持は嬉しそうに目を細めて、理香の頬をやわりと撫でる。

「嬉しい。俺はもう、君にこの想いを隠さなくてもいいんだな」

「私も……剣持さんは、最初から私を、子ども扱いなんてしてなかったんだね」

　互いに空回りしていたような、遠慮していたような。

　いや、もしかするとふたりとも、あの優しい関係が好きだったのかもしれない。

　からかって、怒って、まるで兄と妹がじゃれあうみたいなひとときを大切にしたかったのかもしれない。

　しかしもう、そんな温い関係は終わりを告げた。これからは、甘くて刺激的な関係になるのだ。恋人という、新しい絆を紡ぐ。

　剣持はそっと理香の唇に自分の人差し指を押しつけた。

「侑李、だ」

「侑李……さん」

　理香が名を呼ぶと、彼は軽く唇に口づける。そして、ゆっくりと、その体をソファへ横たわらせた。

　ぷつぷつとブラウスのボタンが外される。理香はもう、抵抗はしない。やがて全てのボタンが外されて、するりと肩から脱がされた。

「今夜は、ちゃんと理香を見たい」

　ありのままの素肌を晒す理香を愛したい。彼の気持ちを受け取り、理香は頷く。

　剣持は嬉しそうに理香の肩にキスを落とした。






　寝室の間接照明が、ぼんやりとベッドを照らす。

　剣持に抱えられた理香はベッドに載せられて、互いに一糸まとわぬ姿になった。

「理香」

　その肢体に覆い被さり、剣持はじっくりと観察する。眼鏡の奥から彼の強い視線を感じ、理香は顔を赤らめた。

　見られる、というのは想像以上に恥ずかしいのだと、理香はその時思い知った。

「あの……あんまり、みないで」

「どうして？　さっきは頷いたのに」

「いや、その。予想していたよりも、恥ずかしいんです」

　理香は思わず両手で胸を隠した。しかしその手はパッと彼に手を取られて、ベッドに押し込まれる。

　何ひとつ隠すことができないまま、露わになった胸を、白い腹を、剣持の目が舐めるように動く。観察されるのがたまらなく恥ずかしくて、理香はぎゅっと目を瞑り、体をふるふると震わせた。

　くすりと、剣持の笑う声が聞こえる。

「ほんと、照れ屋」

「や、だぁ……」

「そんな風に可愛く嫌がられると、もっと恥ずかしがらせたくなってしまうだろう？」

　人の悪い言葉に、理香は涙目で睨みつけた。

「意地悪」

　に、と剣持の笑みが深くなった。そして、彼はおもむろにかけていた眼鏡を外し、ベッドの脇に置く。

「あ……眼鏡」

　理香がぽつりと呟くと、剣持は不敵な笑みを浮かべる。

「眼鏡は見えやすいが、わずらわしい」

　そう言って、理香の首筋に吸い付き、ちゅ、と音を立てる。

「あぁっ！」

　剣持はすでに理香のよわいところを熟知しているようだ。硬くさせた舌先で首筋をたどり、ゾクゾクした快感が腹の底から這い上がる。

「今夜は、俺が持つだけの感覚で、君のすべてを味わいたい」

　吐息まじりに話す。

　彼は顔を動かし、理香の胸元に吸い付いた。

　ちゅ、じゅ。

　痛いほどに吸われて、理香はビクッと大きく肩を揺らす。

「な、何？　痛い……」

　理香が目を開くと、自分の胸元には赤い鬱血がちらばっている。

「キスマーク。俺のものだっていう、しるしだ」

　にやりと笑う剣持に、理香はキョトンと目を丸くした。

「そんなのつけなくても、私は侑李さんのものなのに」

　心の矢印は、三年前から剣持にしか向かっていなかった。だから心底不思議に思って理香が言うと、剣持は少し面食らったような顔をしてから、クックッと笑い出す。

「理香は時々、爆弾発言をするな」

「ば、ばくだんって」

「俺のみ有効の、効果抜群の爆弾だ。嬉しくて、おかしくなってしまう」

　剣持は嬉しそうに笑った。

　眼鏡をかけていない剣持は、いつもよりも少しだけ顔が幼くて、まるで少年のよう。

　それがあまりにまぶしくて、優しい笑顔だったから。

　理香の胸はとくんと高鳴り、体は熱くなっていく。

　幸せを感じているのだと、今なら、はっきりと自覚できる。

「私の心は、ずっと侑李さんのものだったよ」

「ああ。俺の心もきっと、理香のものだった」

　剣持はゆっくりと身じろぎをする。胸元から白い柔餅のような胸を両手で包み、その形をなぞるように撫でる。

　その手つきは、まるで精緻な芸術品を愛でているよう。丁寧に、壊れないように、くにゃりと揉みしだかれる。

「ん……っ」

　柔らかな毛にふかふかと覆われているような心地よさを感じて、理香の体はぴくりと反応した。

　剣持の笑みが深まり、赤く尖った蕾をツンと人差し指でつつく。

「は、ぁっ！」

　鋭い快感に身が震えた。そこはとてもよわいところ――

　剣持は慈愛すらこもった瞳で理香を見つめ、両方の尖りを摘まみ、くりくりと擦る。

「は、ぁ、はっ」

　理香は身をよじった。気持ちがいい。そこは気持ちがよくて、たまらなくなる。

　何度も彼にいじられているのに、体は全く慣れてくれない。むしろ、触れられるたびに性感が高まっている気がする。

　ちゅ、ちゅく。ちゅう。

　剣持は理香の尖りに吸い付き、舌と上顎でしごいた。その強すぎる愛撫に、理香の体は大きく跳ねる。

「ああっ、ああ！」

　気持ちいい。どうしてだろう。剣持と体を重ねた今までの中でも一番、感じやすい。

　体中が敏感になって、剣持の愛撫を受ける自分がいる。

「はっ、ぁ……ンっ」

　ちゅく、ちゅる。

　剣持は反対側の尖りにも口づけ、次は舌の上で転がすようにじゅくじゅくと舐めた。

　脳までとろけてしまいそうな快感に、理香は生理的な涙を浮かべる。

「どうして……ああっ、すごく、気持ちいい……」

　胸をいじられるたび、体に熱が灯る。

　気持ちがいいのにどこかが焦れていて、体中がうずきだす。

　もっと、もっと欲しいと、理香の花開いたばかりの官能が、浅ましくねだる。

「俺も、すごく幸せな気分だ。こんなにも、人は人を愛せるんだな」

　ちゅく、と唇を外して、剣持は呟く。

　そうか、と、理香はぼんやりした頭で理解した。

　心が繋がっているから、気持ちがいいのだ。彼に心を開いているから、こんなにも大胆に、官能を味わうことができる。

　それは愛し合っている者同士でしか為し得ないことだ。

「……私も、嬉しい。こんなにも侑李さんに愛されるのが、とても」

　理香が微笑むと、剣持は目を瞑って首を横に振り、理香の唇にキスをした。じゃれあうようなキスはたちまち激しくむさぼるものに変わり、舌同士を絡ませ、ねっとりと唾液を交わし合う。

「んっ、ん、んん」

　キスひとつでこんなにも感じてしまうなんて、自分はおかしいのだろうか。それとも、これが普通なのだろうか。

　剣持は巧みに舌を使って理香を翻弄しながら、片手がするすると胸から腹に移動した。そして、密やかに蜜を塗らす茂みをくちりと割る。

「んっ!!」

　理香の体がピクッと震えた。

　濃厚なキスは続いている。

　剣持はその指先を秘裂に差し込んだ。ちゅく、くちゅっ。いやらしい水音が、わずかに部屋の中に響く。

「んぁ、ふ、ァ……っ」

　酸欠に喘ぎ、理香は剣持のたくましい腕をぎゅっと握った。

　大丈夫。こわくない――そう言っていそうなほど優しく、剣持の指はねっとりと理香の秘所をいじる。

「こんなにも濡れて。可愛いやつだな」

「ハ……っ、だって、勝手に出るんだもの」

　理香が恥ずかしそうに言うと、剣持はクスクスと笑った。

「素直に感じているから、出るんだ。でも、今日は――」

　剣持がおもむろに起き上がる。そして理香の膝裏を掴み、大きく広げた。

「きゃ……！」

「もっと、グチャグチャに濡らしたい」

　意地悪そうに目を細め、剣持は理香の下肢に顔を埋める。

　何を、と理香が目を見開いた。しかし次の瞬間、脳天に雷が落ちたような激しい快感に、クッと体がのけぞる。

「きゃ、アぁああんっ！」

　ぬちゅ。くちゅ。

　剣持の舌が、理香の秘裂を割っている。ぬたぬたとぬめるそれが、秘所の内側をちろちろと舐め、襞をめくって大きく舐める。

「あっ、ハぁ、や、だめぇ……っ！」

　これはだめだ。今までの愛撫の中でも、段違いの気持ちよさだった。

　ぽん、と簡単に理性が飛んでしまう。

　何もかもがどうでもよくなって、気持ちいいと、それだけになってしまう。

　理香はいやいやと首を横に振って、己の尤も恥ずかしいところを舐める剣持の髪を掴んだ。

「だめぇ、汚い、のに……っ」

　剣持は答えない。躍起になったように何度も舐めて、やがて小さく色づいた赤い秘芯に、ちゅるりと吸い付いた。

「あぁ、ン!!」

　びくびくと理香の体が大きく震える。頭が真っ白になって、何もかもがわからなくなった。

　この感覚は覚えている。官能が高みに至った時の、たまらない快感。

「は、はぁ、はぁ……あ、ああっ！」

　達して、虚脱したのもつかの間、剣持の愛撫は止まらなかった。尖らせた舌先で秘芯をちろちろと舐め、蜜と唾液でぬかるむ膣口に、ちゅくりと指を差し込む。

「ひ、ぁ……っ、もう、だめえ……っ」

　ぎゅっとシーツを握って耐える。ぷるぷると膝が笑った。

　秘裂を舌で撫でながら、じゅく、ぐちゅ、と指で抽挿される。膣壁を指の腹が擦り、抗えない快感に、理香は再び快感に至る。

「ああっ、だ、め……っ！　おかしく、なるぅ……っ」

　息も絶え絶えに理香があえいだ。

　剣持は静かに笑って、ようやく身を起こす。

「敏感だな」

「……や、本当に、意地悪……。こんなの、知らない……」

　くたりとベッドに身を投げる理香を見て、堪えきれないようにクックッと剣持は肩をふるわせた。

「これからもっともっと、知っていくんだ。俺だけが教えて、俺だけにその照れ顔を見せてくれ」

　剣持は傍に置いていた避妊具をぴりりと破り、己の杭に装着した。

　そして、理香の足の間に割り入り、その秘裂にぬちりと杭をあてがう。

「……すごい」

「え……？」

　達しすぎてめまいがしている理香が力ない声で訊ねると、剣持は秘裂を指で大きく開き、ほじるように膣口を指でいじった。

「ほら、蜜がとろとろとあふれ出ている。余程気持ちがよかったんだな」

「や、やぁ、恥ずかしいこと、いわないで……」

　理香は顔を手で覆う。「悪い」と、たいして悪く思っていないような口ぶりで、剣持は謝った。

「蜜がたくさん出ると、俺もその分気持ちよくなる。これは俺も、思考が飛ぶかもしれないな」

「……そうなの？」

　理香が訊ねると、剣持は唇の端を上げて頷いた。

（そうか。私がいっぱい感じると、その分、侑李さんも気持ちよくなれるんだ）

　それは、心の中が暖かくなっていく。

　感じるだけだった自分にも、何か返せるものがあったと気づいて、理香は笑った。

「そっか、それは、嬉しいです」

「理香……」

「私、侑李さんのこと、大好きだから……。いっぱい私で気持ちよくなって、欲しい」

　そっと剣持の頬に触れた。彼は目を見開いたあと、くすりと、困ったように笑う。

「だから、そういうところだよ」

　ぐり、と彼の杭が、秘裂にめりこんだ。

「可愛すぎて、俺の余裕がなくなってしまう。罪深いな、君は」

　つぷり、と先端が膣内に侵入し、そのままずぶずぶと、腰を深める。

「あ、ァ、ああ！」

　その圧倒的な質量、存在感。腹をえぐるような感覚に、理香は高い嬌声を上げた。

　もう痛くはない。

　だけど、たまらない。どうしてここは、こんなにも気持ちよく感じるようにできているのか。

「あ、はぁっ、は」

「すごい。めちゃくちゃ、締め上げてくる」

　剣持が熱くため息を吐いた。目を瞑り、息を整えている。

「そんなに締めるな。もたないから」

「そ、そんな、私、やり方なんてわからない……っ」

　理香は目じりに涙を浮かべて訴える。すると剣持は、意地悪な笑みを浮かべた。

「そうだよな。理香は、俺が初めてなんだから」

　ぐっ、と杭が最奥に向かう。理香はびくびくと体を震わせ、高い嬌声を上げた。

　剣持は理香の体を抱きしめ、何度も己の杭を抽挿させる。

　ずるずると杭の先端が狭い膣道を奔り、快感は快感を生み出す。

「ああ、ぁ、ああっ！」

　ぐちゃ、ぬちゅ。くちゅっ。ぐちゅ。

　耳を覆いたくなるほどいやらしい水音。性交の声色。

　生々しくて、ひどくリアルで、自分が今とても淫靡な行為をしているのだと、否応なく自覚させるその音は、絶え間なく理香の鼓膜を犯し、頭までおかしくなっていく。

　くちゅっ、ぐちゅ。

　大きく腰をスライドさせ、剣持はぎりぎりまで杭を引き抜いた。そして、理香の体を貫くように、勢いよく挿し、穿つ。

「はぁ、あン！」

　びくんと理香の背中がしなった。力強い剣持の腕に抱きしめられて、殆ど身動きが取れないまま、性交は激しく続く。

　ぱん、と、肌と肌がぶつかった。冬だというのに汗が飛び、理香の体は淡く赤い。

　剣持は、理香に口づけた。

　乱暴に、余裕なく、舌で口腔を蹂躙し、じゅぶじゅぶといやらしく舐め回す。

　そして抽挿は一層早くなった。

　ぱん、パン、と打音が響き、同時にいやらしい水音が響く。

　理香の蜜や、剣持の唾液。汗。体液という体液が混ざり合い、抽挿にぬめった潤いが増す。

「あ、はぁ、アア、侑李、さ……ん……っ」

　理香はすがるように剣持の体を抱きしめた。

　離れたくない。大好き。そんな気持ちが昂ぶって、自ら足を上げて剣持の腰に絡めてしまう。

　ひとつになりたい。その思いが快感と繋がって、理香の子宮口がぱくりと開く。

　それは彼の精を望むという、理香の本能だ。

「すき……すき。ずっと、好きだったの。侑李さん……っ」

「理香……俺も、好きだった。ああ、もう……っ」

　ぐぐっと、最奥にねじこまれる。剣持の杭が一気に脈打ち、いっそう醜悪な形となって、理香の子宮口をめがける。

「孕ませたいくらい、好きだ……！」

　剣持の体が大きく震えた。彼が快感に至り、白い情欲は膜越しに放たれる。

　はあ、と剣持は息を吐き、理香の体を抱きしめた。

「理香、愛してる」

　それはまるで魔法の言葉。

　理香が世界で一番幸せになる。喜びのワード。

　だから理香は微笑み、剣持の背中をぎゅっと抱きしめた。

「私も、侑李さんが好き。愛してます」

　彼にも幸せになる言葉を返す。剣持は嬉しそうに目を細め、優しく唇を重ねた。
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　江住法律事務所。その扉が開いた時、スパーンとクラッカーの音が鳴り響いた。

　唖然とする江住所長の頭に、クラッカーのテープがひらひらと舞い落ちる。父に同行していた理香は、大量の荷物を傍に置くと、自分もクラッカーをスパンと鳴らした。

「退院おめでとう、お父さん！」

　その日は、ようやくの退院日だった。父は片足と片腕にサポーターを嵌めているが、他の部分は全て完治し、明日からリハビリ専門の病院へ通院することが決まっている。

　江住は恥ずかしそうに頭を掻き「まいったなあ」と言った。

「こんなサプライズを用意してるなんて、おどろいたよ」

「驚かせるためにしたんだもの。ケーキだって用意したんだよ」

「この歳で、こんな風に歓迎されるとは。剣持君も忙しいのに、気を遣わせてしまって悪かったね」

「いえ、彼が入ってくれたおかげで、大分と楽になりました」

　剣持が脇に寄り、後ろにいた男性を江住の前に出す。

　江住はキョトンと目を点にして、剣持と男を交互に見た。そして「ええーっ！」と驚きの声を上げる。

「ちょっと！　僕がいない間に、どうしてひとり増えてるんだい!?」

「大丈夫です。俺の部下にしましたから。相変わらず所長の事務所を間借りすることにはなりますが、お気になさらず」

「異議あり！　どうせなら僕の事務所に入ってよ！　剣持君、ノキ弁のくせに手下増やすとかどういうこと!?」

　江住がビシビシと手を上げて非難するが、剣持はそしらぬ顔で口笛を吹いている。

「あ、あの、迷惑なようでしたら、僕は」

「迷惑なんてあるもんかっ！　でも、僕の下につかない？　給料、これくらいだすよ？」

　江住は電卓をぽちぽち押して、差し出す。

　すると彼は金額を見たあと、にへらっと、困ったような笑顔を浮かべた。

「スミマセン……。剣持さんのほうが、報酬上なので……」

「待って、一体いくらで飼ってるんですかー!?」

「適正価格ですよ、所長」

　しらーっと剣持が言った。そう、この雰囲気だ。やっとこの楽しい空気が戻ってきた。

　理香はニコニコして、三人のやりとりを見つめる。

　剣持の下についたのは、例の新人弁護士だ。城内の事務所に所属していたが、理不尽な仕事を押しつけられていた上、江住所長の車上荒らしをした彼である。

　しかし結果的に彼は何も盗み出すことはできなかったし、具体的な罪を犯したわけでもない。彼が事務所の前から去って数週間後、理香がおつかいから戻ってきた時に、エレベーターの前でうろうろしている彼を見つけたのだ。

　そして剣持は彼を雇い、後輩指導をしながら自分の仕事を少しずつ任せている。

　ふたりは良い先輩と後輩に見えた。最初は城内の影響からか、ひどくオドオドしていたが、じきに本来の自分を取り戻し、すっかり明るく爽やかな青年になっている。

　理香はキッチンで紅茶の用意をした。ホールケーキをカットして皿に盛り、ソファに座る剣持達に配った。

「夜は快気祝いで焼き肉ですよ！」

「おお、豪勢だね～！」

「お父さんのポケットマネーでお願いするね」

　理香の言葉に、江住はごふっと咳き込む。

「どうして僕がおごることに!?」

「他にお金出す人がいないので……」

「剣持くんがいるでしょ！　彼、僕より稼いでいるんだよ！」

　江住が必死に訴えると、紅茶を飲んでいた剣持は、カップをソーサーに置き、眼鏡のブリッジを押し上げた。

「すみませんが所長。俺は急ぎ貯金をしなくてはならないので、当分驕りは無理です」

「えっ、急ぎ貯金ってどういうこと？」

　小さい目を見開いた江住に、剣持は冷静な顔をする。

「実は、結婚を前提に理香とつきあうことになりました。ですので、早急に結婚資金が必要なんです」

　ステーン、と江住がソファからずり落ちる。だが、それは理香も同じだった。寝耳に水の結婚話にぽろりと手からフォークが落ちる。

「ま、待って、どういうこと!?　僕が入院中に何があったの!?」

「剣持さんっ！　ま、まだ、そういう話は、してないはずでは!?」

　ふたりそろって立ち上がり、剣持に詰め寄ると、彼はソファの上で優雅に足を組み、江住親子を見上げた。

「俺ほど有能で好条件な男、他にはいないと思うぞ？　身内に入れておいて、損のないタイプだと自負しているんだが」

「自分で言うかっ」

　理香がビシッと指をさして突っ込めば、剣持はそんな理香の手を掴んで、そっと口づける。

　みるみる真っ赤になった理香に、剣持はニヤリと笑った。

「結婚の手続きはまかせておけ。法に則り、完璧な縁を繋いでやろう。ちなみに、離縁は法的に無理だぞ」

「法的には可能です！」

　しっかりと言えば、剣持は「チッ、知ってたか」と柄悪く舌打ちする。理香の法知識を何だと思っていたのだろう。離婚や離縁の法律は小学生でも知っている。

　理香は腕を組み、憤然と剣持を睨んだ。

「まったく、そういうところは、あなたの悪いところですよ。私、あなたのそういうところが……」

「嫌いなのか？」

　実に楽しそうに、剣持が訊ねてきた。そう、前までなら「嫌いです」まで言っている。

　だけど――

　理香はぷいっと横を向いた。顔は照れ顔で真っ赤になっている。

「……す、好き、です」

　ポソッと呟くと、たまらなくなったように、剣持は脇目も振らず理香を抱きしめた。

















番外編　ぬるま湯のような日常に終わりを告げよう












　剣持侑李はそれなりに夢を見る少年だった。

　政治家の父と、良家出身の母。侑李は世間一般よりも遙かに恵まれた生活を約束されていた。幸せで暖かい家族の姿。それは永遠に続くと信じてやまなかった。

　侑李にとって父は憧れで、夢だった。いつかは自分も父のように、政治の世界で戦いたい。そのために心と体を研磨し、努力を欠かさなかった。文武両道を地でいくような少年は、やがて中学生となり、高校の受験期を迎えた。

　その頃だった。あの汚職事件が世間を騒がせたのは。

　父は容疑者として検挙された。やがて様々な証拠が明るみになって、逮捕となった。

　そして侑李と母は、世間の悪意を一挙に被ることになる。

　政治家の汚職の上に成り立っていた裕福な生活。世間の格好のサンドバッグだった。

『こいつは傷つけてもいい』

　そう決めつけた民衆は、どこまでも非情かつ、残忍になれる。テレビの向こうにいる他人だからこそ、彼らはその残虐性を醜悪なほど表に出せるのだ。

　メディアは剣持家のプライベートを漁り、屋敷の前には常にカメラが待ち構えている。

　当時中学生だった侑李にも矛先は向かった。

　友人たちは全員離れて行き、悪質な嫌がらせと陰湿ないじめがはじまった。

　最も虐げたリーダー格の男は、侑李が親友だと思っていたクラスメートだった。

　侑李は、人を信じなくなった。母が実家のふるさとに帰ることをきっかけに、侑李も中学を転校し、屋敷は手放した。

　奇妙だったのは、父の弁護士がなかなか決まらないことだった。懇意にしている弁護士はいるはずなのに、不思議なほど、誰も引き受けてくれなかったのだ。

　このままでは、どんな実力かもわからない弁護士が自動的につくことになってしまう。

　そんな時、彼が現れた。

　江住弁護士。若手の中ではそこそこ名が売れている、実力派の弁護士。

　しかし侑李は、そんな江住も全く信じていなかった。どうせ有罪だろう。そう、投げやりに考えていた。

　だが、江住弁護士は見事に無罪を勝ち取ったのだ。

　審議はこじれ、長引き、そして公判中に次々と真相が明らかになった。実際に汚職を行ったのは父の側近で、大規模な弁護士派閥に属しており、組織ぐるみで隠蔽されようとしていたのだ。この盤上をひっくり返すような大事態に、メディアは騒いだ。手の平を返したみたいに、父は被害者として哀れみの目を向けられた。

　ようやく自由を取り戻した父を、侑李は迎えにいく。

　そして、江住弁護士に出会った。

　彼は胸に光るバッジの花のように、太陽みたいな笑顔を浮かべて、侑李の肩をポンポンと叩いた。

「良かったね。お父さんとお母さんを、大切にするといい」

　彼は颯爽と去って行った。謝礼を渡そうとする父の言葉を断って。これは僕の仕事ですから、と言って。

　胸の内が沸き立つ――そんな感銘を受けた。

　まるで、少年の頃に見た、特撮ヒーローみたいだった。

　あんな風になってみたい。その時、剣持侑李の将来は決まったのだ。






　やがて紆余曲折あり、侑李は江住法律事務所を間借りして活動することになる。

　侑李にとって江住所長は、父を助けた恩人であり、城内と合わずに事務所を去り、行く当てもなく困っていた侑李自身に助け船を出してくれた人である。全く頭が上がらない。

　そんな彼の一人娘が、理香だった。

　侑李よりも頭ひとつぶん背が低くて、いつでも小走りで移動しているところが可愛らしい。まだ高校を卒業したばかりの十八歳で、なんともいえない初々しさがあった。

　父のために働きたいんです。

　理香はそう言って、仕事の努力を怠らなかった。そんながんばり屋なところも好印象だった。

　この娘は、自分と違ってとても幸せに生きていたのだろう。

　自分に妹ができたら、こんな風に暖かな気持ちになるのだろうか。そう考えた侑李は、時に理香をからかい、意地悪をしながら絆を深めていく。

　だが、その頃、侑李は、剣持所長から聞いたのだ。

　酒の席で、彼は深酒してしまい、口が軽くなっていた。

　理香が幼少のころ、母親は危険運転に巻き込まれて死亡してしまった。それ以来、親子ふたりで生きているという、悲しい過去。

「子どもっていうのは時々残酷なものでね。片親っていうのは、色々あるみたいでね」

　江住所長は、なんとも言えない顔つきで言っていた。その表情を見て、侑李は理解する。

　理香もまた、学生時代は彩りのあるものではなかったのだ。

　しかし、理香と接していると、彼女は全くそんな片鱗を見せなかった。

　いつだって明るくて、彼女がいるだけで、事務所の雰囲気が一気にはなやぐ。

　そうして侑李は気づいたのだ。

　理香はすでに、過去を乗り越えた人間なのだと。侑李はただ、諦めた。人間なんてこんなものだと、切って捨てたのだ。

　だから弁護の席でも、常に冷静で感情的にならず、公平に物事を見ることができている。それは自分の強みだが、理香は侑李にない強さを持っていた。

　それは、どんなに人から虐げられたとしても、人を信じることをやめない強さ。

　相談人が身の上話をする時、理香はいつでも親身になって話を聞き、相談人の話を百パーセント信じて味方になっている。

　その点でいえば、侑李は違った。常に相談人を疑っている。

　この人間は嘘をついていないか。公判において不利になることを隠していないか。そうやって相談人の言葉のアラを見つけてつつき、正しい情報を得るのだ。

　しかし、この方法は時に、冷淡だと取られてしまう。その時、理香の存在がとても大きいものになった。自分の味方がいる――そう、相談人すら信じてしまうほど、理香の表情には心打つものがある。

　だから、気づけば、好きになっていた。

　自分にない強さを持つ理香に憧れ、毎日を頑張り、笑顔を見せる理香を愛していた。

　それなのに、自分はすっかり理香を妹のように扱っていて、理香もまた、自分を兄のように慕っていた。

　この暖かで穏やかな関係を壊すのは、なかなかに勇気がいる。

　いきなり自分を男として見てくれなんて言って、理香は驚かないだろうか。そして、侑李を怖がらないだろうか。

　嫌われるかもしれない。拒まれるかもしれない。

　それは何よりも、侑李を躊躇させた。

　過去に、人の悪意を存分に見たせいだろうか。他人を信じなくなって、大切な人間があまりに少なくなってしまった侑李は、その大切な人間を失うのを恐れていた。

　関係を壊すのが怖かった。それなら、このままでいい――そう思ってしまった。

　だが、恋を自覚すればするほど。愛しいと思えば思うほど。

　想いは募るのだ。地に降り積もる雪のように。

　自分が手をこまねいている間に、理香が自分とは違う男に見惚れたらどうしよう。ある日突然、知らない男を連れてきて紹介されたら。

　その時はきっと、侑李の心が壊れてしまう。

　そうやって追い詰められていたときに、あの『きっかけ』が起こったのだ。

　江住所長が事故で大けがを負い、事務所の仕事が成り立たなくなった。

　理香が自分を頼るのは道理だった。彼女には自分しかいない――その事実に、仄暗い喜びすら感じた。

　そして、魔がさしたのだ。

　ここでしか、関係は壊せない。その方法が道理に外れていることは承知していたが、理香の意識変革はここでしか成せないと思った。

　初体験だという理香を抱いた時は、罪悪感と体を重ねる悦びで、正直なところ、必死になっていた。割と頭がおかしくなっていた。そして大切に、大切に、壊れないように、理香に触れた。

　結果として、ふたを開けてみれば、最初から両思いだったらしい。

　かなり肩すかしではあった。しかし、今だからこそ、侑李は『終わりよければすべて良し』と思える。

（我ながら、随分と楽天家になったものだ）

　くす、と静かに笑った。

「あっ、何か笑ってます？」

　からりと事務所の前を開けた理香が、こちらを振り向いて言った。

「いや。俺は理香の気楽さに救われているな、と思ったんだ」

「気楽って、あんまりいい意味じゃないような？」

　ムッと顔をしかめた理香の傍に、ふよりと舞い落ちるのは、桜の花。理香はパッと嬉しそうな顔をして、花びらを拾う。

「見てみて、侑李さん！　桜の花ですよ！」

「ああ。そういえば、もうあちこち咲いているんだったか」

　江住所長が退院して数日後。季節はすっかり春となっていた。あちらこちらで色とりどりの花が咲きほころび、見る者の目を和ませている。

「いいなあ。私もお花見に行きたいな……」

　理香は花びらと自分の机を交互に見た。机にはまだまだ仕事が山積みで、なかなか終わりそうにない。

　ノートパソコンを膝に置いて作業していた侑李は、それをローテーブルに置くと、理香においでおいでと手招きした。

　理香はきょろきょろと辺りを見回したあと、おずおずと侑李の傍に近づいてくる。

「そんなに怯えなくてもいいだろう」

「いや、だって、ここ、事務所ですし。いつ誰が入ってくるかわからないですし……」

「江住所長は公判、柿田君は傍聴中。他に誰が来るというんだ？」

「お客さんです！」

　びし、理香は侑李の額に軽くチョップをした。くすくすと笑って、侑李は理香の手を引く。

「今は閉店中ということで」

「なんという殿様営業……」

「たまにはいいだろ。こんなにも俺は真面目に働いているんだから」

「自分で言わないでください！」

　わあわあとわめく理香を足に載せ、侑李は理香を抱きしめて、その首元に鼻を寄せた。

「んんっ」

　ぴく、と理香が甘い声を出す。剣持はニヤリと笑みを浮かべる。

「おや、感じたのか？」

「ち、違うっ！　お鼻がくすぐったかったんです」

　理香は唇を尖らせる。この良い反応に、敏感な体。非常に構いがいがある。自分は果報者だな、としみじみする。

　理香と一緒なら、自分はもう大丈夫なのだと思えた。

　心の中で常に渦巻いていた他人に対する疑心は、驚くほどに消え失せている。人に裏切られるのが嫌で、自分の近くに人を置くことはなかったのに、柿田という新人弁護士を指導し始めたのが良い証拠といえるだろう。

　人の心なんて、出会いやきっかけでいくらでも変わるのだ。

　侑李は、愛しい理香の頬を撫で、その唇にキスを落とす。彼女は素直に受けて、その瞳をゆっくりと閉じた。

「理香。君は、俺にとってひまわりのような存在なんだろう」

　正義の志を持つ、硬い意志を秘めた、明るい太陽のような花。

　理香の傍にいれば、自分はきっと間違えない。そう思えるほどに、強く優しい人。

「愛しているよ」

　休みがきたら、桜を見に行こう。

　理香と眺める桜は、きっと極上の美しさで彩られているだろう――
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